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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
２
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、
今
年
の
抱
負
と
取
組

み
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

整
備
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
現
在
建
設
中
の
北
海
道

新
幹
線
（
新
函
館
北
斗・札
幌
間
）、北
陸
新
幹
線
（
金
沢・

敦
賀
間
）、
九
州
新
幹
線
（
武
雄
温
泉
・
長
崎
間
）
に
つ

い
て
、
国
民
経
済
の
発
展
や
地
域
振
興
に
資
す
る
と
い

う
整
備
新
幹
線
の
目
的
を
達
成
で
き
る
よ
う
、
沿
線
地

方
公
共
団
体
の
協
力
の
下
、
着
実
に
建
設
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

国
が
進
め
る
新
幹
線
技
術
を
活
か
し
た
海
外
高
速
鉄

道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参
画
に
つ
い
て
は
、
海
外
イ
ン
フ

ラ
展
開
法
に
基
づ
き
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た
経
験
・
技
術
力

を
活
か
し
、
機
構
と
し
て
果
た
し
得
る
役
割
の
実
行
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

都
市
鉄
道
利
便
増
進
事
業
の
神
奈
川
東
部
方
面
線
に

つ
い
て
は
、
昨
年
11
月
30
日
に
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
を

開
業
さ
せ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
に
つ

い
て
も
、
横
浜
市
西
部
お
よ
び
神
奈
川
県
央
部
と
東
京

都
心
部
を
直
結
す
る
と
い
う
目
的
の
早
期
実
現
に
向
け
、

関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
鉄
道
事
業
者
と
の
連
携
を

密
に
し
つ
つ
建
設
を
着
実
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

鉄
道
助
成
業
務
で
は
、
地
下
鉄
や
駅
の
建
設
・
改
良
、

鉄
道
の
安
全
・
防
災
対
策
や
技
術
開
発
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
適
正
に
執
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

広
く
国
民
の
皆
様
方
の
生
活
の
向
上
に
役
立
つ
鉄
道
施

設
整
備
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
鉄
清
算
事
業
の
分
野
で
は
、
本
年
も
引
き
続
き
、

Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
Ｊ
Ｒ
四
国
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
貨
物
の
経
営
自

立
に
向
け
た
各
種
支
援
業
務
や
年
金
費
用
の
支
払
業
務

な
ど
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
公
共
交
通
出
資
等
業
務
で
は
、
地
方
公
共
団
体

が
中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

お
よ
び
再
生
に
向
け
た
取
組
み
に
対
し
、
必
要
な
支
援

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

船
舶
共
有
建
造
に
つ
い
て
は
、
昨
年
、
制
度
創
設
60

年
を
迎
え
ま
し
た
。
現
下
の
海
事
分
野
の
課
題
で
あ
る

Ｓ
Ｏ
ｘ
規
制
対
応
、
地
球
温
暖
化
対
策
等
の
環
境
対
策

や
働
き
方
改
革
を
含
む
船
員
問
題
に
積
極
的
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
本
年
夏
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
見
据
え
、
新
た
な
国
内
ク
ル
ー

ズ
船
や
大
型
客
船
の
建
造
を
推
進
す
る
な
ど
、
内
航
海

運
業
界
に
携
わ
る
皆
様
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確
か
つ

き
め
細
や
か
に
対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、
内
航
海
運
の

さ
ら
な
る
発
展
と
活
力
の
向
上
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

当
機
構
で
は
こ
う
し
た
鉄
道
・
船
舶
に
よ
る
持
続
可

能
で
環
境
に
や
さ
し
い
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
を

通
じ
、
国
連
の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の

達
成
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

関
係
の
皆
様
方
に
は
、
引
き
続
き
、
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令和2年 年頭ご挨拶
 鉄道・運輸機構　理事長 　北 村  隆 志

巻頭言
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表紙の写真：
秋田内陸縦貫鉄道（秋田内陸線）
秋田内陸縦貫鉄道秋田内陸線は、秋田県
北秋田市の鷹巣駅から仙北市の角館駅に
至る全長94.2㎞。日本鉄道建設公団（現・
鉄道・運輸機構）建設線（鷹角線）のうち、
既に開業していた日本国有鉄道（現・JR）
の特定地方交通線だった阿仁合線、角館
線と、鷹角線の未開通区間を引き継いだ
路線。平成元（1989）年に未開通区間が
開通し、全区間開業となった。日本の里山
の原風景の中を走る小さな列車は、地域
にたくさんの笑顔を届ける。まさに愛称で
ある“スマイルレール秋田内陸線”の名に
ふさわしい。

WORKING REPORT（新横浜鉄道建設所）

特集  北陸新幹線のその後

写真提供：PIXTA
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テ
レ
ビ
東
京
「
な
な
い
ろ
日
和
！
」、「
よ
じ
ご
じ
Ｄａｙ
ｓ
」
な
ど
の
情

報
番
組
や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
1
「
鉄
旅
・
音
旅　

出
発
進
行
！
〜
音
で

楽
し
む
鉄
道
旅
」、Ｂ
Ｓ
フ
ジ
「
鉄
道
伝
説
」
ほ
か
、
鉄
道
系
番
組
に
レ
ギ
ュ

ラ
ー
出
演
。
さ
ら
に
関
東
私
鉄
の
自
動
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
担
当
す
る
な
ど
、

多
方
面
で
活
躍
中
の
久
野
知
美
さ
ん
。
最
近
で
は
3
冊
目
の
著
書
『
京
急

と
フ
ァ
ン
大
研
究
読
本
』
を
上
梓
し
ま
し
た
。
本
誌
60
号
で
の
「
女
子
鉄

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
北
陸
新
幹
線
（
長
野
・
糸
魚
川
間
）
の
ひ
と
り
旅
」
に

続
い
て
、
糸
魚
川
か
ら
現
在
の
終
着
・
金
沢
ま
で
の
「
乗
車
旅
」
に
出
発

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

女子鉄アナウンサー、
北陸新幹線（糸魚川・金沢間）を巡る
1泊2日の見どころ満載ツアー
文：久野 知美　  写真：村上悠太

飯山駅

長野駅

至東京

黒部宇奈月
温泉駅富山駅

新高岡駅
金沢駅

上越妙高駅
糸魚川駅

ホ
ー
ム
の
眼
下
に
広
が
る
日
本
海

　

旅
の
ス
タ
ー
ト
は
、
60
号
で
の
「
鉄
旅
取

材
」
の
締
め
を
飾
っ
た
Ｊ
Ｒ
糸
魚
川
駅
。
前

回
も
触
れ
ま
し
た
が
、
現
在
の
最
先
端
技

術
を
詰
め
込
ん
だ
北
陸
新
幹
線
の
中
で
も

最
大
の
魅
力
の
一
つ
は
、
意
外
と
ア
ナ
ロ
グ

（
!?
）
な
点
。〝
ホ
ー
ム
か
ら
日
本
海
を
臨
め

る
〞
こ
と
で
す
。
平
成
27
年
3
月
、
営
業

運
転
を
開
始
す
る
直
前
、
試
乗
会
で
乗
車

し
た
時
に
も
広
報
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
、
糸
魚

川
駅
以
西
は
「
ぜ
ひ
美
し
い
日
本
海
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
」
と
繰
り
返
し
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
の
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。

　

糸
魚
川
駅
の
ホ
ー
ム
に
上
が
る
と
、
日
本

海
の
美
し
い
水
面
が
眼
下
に
広
が
り
ま
す
。

高
速
鉄
道
の
駅
ホ
ー
ム
で
あ
り
な
が
ら
、
あ

え
て
ガ
ラ
ス
壁
を
用
い
て
眺
望
の
良
さ
を
重

要
視
し
た
判
断
は
お
見
事
。
耐
震
・
防
音

は
も
ち
ろ
ん
計
算
し
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
降
り
立
っ
た
瞬
間
に
海
を
感
じ
ら
れ
る

北陸新幹線のその後

特
集
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新
幹
線
駅
な
の
で
す
。
見
晴
ら
し
の
良
さ
に

も
こ
だ
わ
り
抜
い
た
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の

プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
ま
す
。

地
元
ら
し
さ
満
載
の
糸
魚
川
駅

　

そ
ん
な
糸
魚
川
駅
の
駅
構
内
は
、
一
歩

足
を
踏
み
入
れ
た
瞬
間
か
ら
地
元
の
魅
力

が
溢
れ
て
い
ま
す
。
柱
に
は
地
元
原
産
の
ヒ

ス
イ
が
用
い
ら
れ
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
シ
ャ
フ

ト
な
ど
に
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
層
・
断
層
を
モ

チ
ー
フ
と
し
た
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
糸
魚
川
ら
し
さ
が
満
載
。
待
合

室
壁
面
に
は
、
新
潟
県
産
ス
ギ
材
の
レ
リ
ー

フ
（
モ
ザ
イ
ク
貼
り
）
が
使
用
さ
れ
、
こ
こ

で
も
地
域
性
と
温
か
み
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。（
な
お
、
前
回
で
も
た
っ
ぷ
り
と

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、お
時
間
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
改
札
外
に
あ
る
観
光
案
内
所
や
複
合

型
交
流
施
設
「
糸
魚
川
ジ
オ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン 

ジ
オ
パ
ル
」
を
は
じ
め
、
か
つ
て
大
糸
線
で

大
活
躍
し
た
キ
ハ
52
の
静
態
保
存
車
両
＆

レ
ン
ガ
造
検
修
庫
の
復
元
な
ど
も
、
ご
堪
能

く
だ
さ
い
ね
）

世
界
初
の

ニ
ッ
ケ
ル
系
高
耐
候
性
鋼
を
採
用

　

さ
て
、
時
間
が
い
く
ら
あ
っ
て
も
足
り

な
い
ほ
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
な
糸
魚
川
駅
を

後
に
し
、
向
か
う
は
一
駅
先

の
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
。
わ

ず
か
14
分
で
ア
ク
セ
ス
が
可

能
で
す
。
発
車
間
も
な
く
し

て
渡
る
の
が
、
北
陸
新
幹
線

を
支
え
る
最
新
技
術
の
代
表

作
と
も
い
え
る
北
陸
道
架
道

橋
。

　

こ
の
架
道
橋
は
、
日
本
海

の
海
岸
か
ら
わ
ず
か
６
０
０

ｍ
に
位
置
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
飛
来
塩
分
の
影
響
を
考

慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
世

界
で
初
め
て
ニ
ッ
ケ
ル
系
高

耐
候
性
鋼
を
採
用
。
さ
ら
に
、

市
場
性
の
あ
る
丸
形
鋼
管
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
系
材
料
を
充
填
し
た
、
充
填

鋼
管
桁
と
い
う
構
造
形
式
で
造
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
3
径
間
連
続
充
填
鋼
管
複

合
桁
が
道
路
施
設
直
上
に
位
置
す
る
た
め
、

桁
高
を
低
く
抑
え
る
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
取
ら
れ

た
措
置
で
す
。

黒
部
川
に
架
か
る

北
陸
新
幹
線
最
長
の

橋
り
ょ
う

　

続
け
て
、
鉄
道
で
初
め

て
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
が
採

用
さ
れ
た
「
黒
部
川
橋
り
ょ

う
」
を
通
り
ま
す
。
１
級
河
川
で
あ
る
黒

部
川
を
跨
ぐ
こ
の
橋
り
ょ
う
は
、
北
陸
新
幹

線
最
長
の
橋
長
７
６
１
ｍ
で
、
15
径
間
か
ら

成
る
Ｐ
Ｃ
桁
橋
で
す
。
中
央
の
6
径
間
・
３

４
4
ｍ
が
、
鉄
道
橋
で
初
め
て
採
用
さ
れ
た

波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
連
続
Ｐ
Ｃ
箱
桁
か
ら
成

る
区
間
で
す
。

　

特
筆
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
は
、
大
き
く
分
け

て
二
つ
。
ま
ず
は
、
鋼
板
を
波
形
に
す
る
こ

と
に
よ
り
、
高
い
せ
ん
断
座
屈
強
度
が
得
ら

れ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
下
床
版
に
効
率
的

に
プ
レ
ス
ト
レ
ス
を
導
入
で
き
る
点
。
も
う

一
つ
は
、
軽
量
な
波
形
鋼
板
ウ
ェ
ブ
を
用
い

る
こ
と
で
、
主
桁
自
重
を
約
2
割
減
ら
す
こ

糸魚川駅では役目を終えたレンガ
造検修庫の一部を保存・活用して
いる

待合室の壁面には新潟県
産のスギ材が使用され、
温かみを感じさせる

エレベーターシャフトはジオパー
クの地層・断層をモチーフとした
デザイン

特
集 北陸新幹線のその後

北陸自動車道の上部を鋭角に交差する「北陸道架
道橋」

北陸新幹線で最長の黒部川橋
りょう
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と
が
で
き
、
下
部
工
を
小
さ
く
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
た
点
で
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
強
度
を
保
ち
な
が
ら
も

下
部
構
造
が
ス
レ
ン
ダ
ー
で
美
し
く
、
景
観

を
損
な
う
こ
と
の
な
い
新
た
な
橋
り
ょ
う
が

黒
部
川
に
誕
生
し
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
鉄

道
で
の
初
採
用
に
あ
た
り
波
形
鋼
板
と
床

版
の
接
合
部
の
疲
労
耐
久
性
に
つ
い
て
の
模

擬
試
験
が
繰
り
返
さ
れ
、
鋼
板
を
床
版
に

直
接
埋
め
込
む
方
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と

に
。
実
証
に
裏
づ
い
た
安
定
性
は
当
然
な
が

ら
、
乗
り
心
地
も
抜
群
で
す
。

鉄
道
ア
ク
セ
ス
を
劇
的
に
変
え
た
駅

　

黒
部
川
橋
り
ょ
う
を
渡
っ
て
程
な
く
し
て

到
着
す
る
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
は
、
鉄
道

で
の
ア
ク
セ
ス
向
上
に
よ
り
、
完
成
と
と
も

に
富
山
に
お
住
い
の
方
お
よ
び
富
山
観
光
に

訪
れ
る
方
の
旅
程
を
劇
的
に
変
え
た
キ
ー

と
な
る
駅
。

　

駅
の
内
装
は
、
穏
や
か
な
孤
を
描
く
天

井
と
富
山
県
の
新
川
産
杉
材
を
利
用
し
た

下
が
り
壁
に
よ
っ
て
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
温

か
み
の
あ
る
「
和
」
を
感
じ
さ
せ
る
空
間
。

待
合
室
や
ト
イ
レ
入
り
口
の
壁
面
に
は
、
国

会
議
事
堂
に
も
利
用
さ
れ
て
い
る
、
地
元
下お
り

立た
て

産
大
理
石
「
オ
ニ
ッ
ク
ス
マ
ー
ブ
ル
」
が

用
い
ら
れ
、
階
段
踊
り
場
に
は
越
中
和
紙

の
一
つ
蛭び
る

谷だ
ん

和
紙
を
挟
み
込
ん
だ
ガ
ラ
ス
が

使
わ
れ
て
い
ま
す
。
近
未
来
的
で
あ
り
な
が

ら
、
昔
な
が
ら
の
日
本
家
屋
を
彷
彿
さ
せ
、

ホ
ッ
と
す
る
空
気
感
で
旅
ゆ
く
人
を
包
み
込

む
よ
う
に
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

　

そ
ん
な
黒
部
宇
奈
月
温
泉
駅
の
コ
ン
セ

プ
ト
は
、「
見
え
な
い
駅
・
魅
せ
る
駅
」。
少

し
離
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
眺
め
る
と
、〝
豊
富

な
水
を
湛
え
る
黒
部
の
自
然
が
映
り
込
ん

だ
イ
メ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ー
ブ
ラ
イ
ン
〞
を
特
徴

と
す
る
駅
舎
と
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ま
で
も
が
一

体
と
な
っ
た
壮
大
な
芸
術
作
品
と
な
っ
て
い

る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

見
逃
せ
な
い

ト
ロ
ッ
コ
電
車

　

ち
な
み
に
、
北
陸
新
幹

線
駅
の
開
業
に
合
わ
せ
て

富
山
地
方
鉄
道
が
新
設
し

た
接
続
駅
・
新
黒
部
駅
の

駅
前
広
場
に
は
、
ト
ロ
ッ

コ
電
車
の
静
態
保
存
が
！　

そ
う
、
国
内
外
か
ら
絶
大

な
る
人
気
を
博
す
る
黒
部
峡
谷
ト
ロ
ッ
コ
で

す
。
展
示
さ
れ
て
い
る
旧
車
両
は
、
現
役
車

両
同
様
に
ビ
ビ
ッ
ド
な
オ
レ
ン
ジ
色
が
特
徴

の
Ｆ
Ｄ
凸
形
電
気
機
関
車
と
ハ
形
客
車
2

両
。
存
在
感
た
っ
ぷ
り
に
駅
前
に
佇
ん
で
い

ま
す
。
鉄
道
フ
ァ
ン
な
ら
、
記
念
撮
影
を
忘

れ
ず
に
♪

　

ト
ロ
ッ
コ
と
い
え
ば
、
新
幹
線
駅
の
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
あ
る
時
計
に
も
ト
ロ
ッ
コ
電
車
の

デ
ザ
イ
ン
が
あ
し
ら
わ
れ
て
い
る
の
を
ご
存

知
で
す
か
？　

シ
ン
プ
ル
な
が
ら
、
そ
れ
と

明
確
に
分
か
る
キ
ュ
ー
ト
な
ミ
ニ
ト
ロ
ッ
コ
。

女
子
鉄
的
に
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す
る
小
さ
な

駅周辺も黒部の雄大な自然を感じさせる黒部宇奈月温泉駅

階段踊り場のガラスには蛭谷和紙が挟み込まれている

待合室の壁面には地元下立産の大理石「オ
ニックスマーブル」が用いられている

静態保存されている黒部峡谷鉄道の「トロッ
コ電車」

トロッコ電車があしらわれた柱時計

立山杉の木立と雪をモチーフにデザインされた富山駅
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推
し
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
黒
部
エ
リ
ア
の
観
光

資
源
を
、
さ
り
げ
な
く
主
張
す
る
仕
掛
け

に
グ
ッ
と
心
が
つ
か
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
が

う
れ
し
い
富
山
駅

　

再
び
北
陸
新
幹
線
に
乗
り
込
み
、
次
な

る
停
車
駅
・
富
山
駅
へ
。
乗
車
時
間
は
わ
ず

か
12
分
。
富
山
地
方
鉄
道
で
ゆ
っ
た
り
鉄

旅
す
る
と
約
1
時
間
20
分
ほ
ど
を
要
す
る

区
間
で
す
が
、
さ
す
が
の
ス
ピ
ー
ド
。
あ
っ

と
い
う
間
に
到
着
で
す
。

　

富
山
県
に
三
つ
あ
る
北
陸
新
幹
線
駅
の

中
で
、
最
も
乗
降
客
の
多
い
の
が
大
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
も
あ
る
富
山
駅
。
多
く
の
人
々
が
行

き
交
い
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
す
が
、
外
観

の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
立
山
あ
お
ぎ　

心
と
き
め
く　

光
の
舞
台
」。
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
シ
ッ
ク
な
駅
舎
が
特
徴
で
す
。

　
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
側
壁
に
は
、
富
山
県

産
杉
材
の
ル
ー
バ
ー
で
岩
瀬
地
区
の
縦
格

子
が
表
現
さ
れ
、
踊
り
場
に
は
八
尾
和
紙

を
挟
み
込
ん
だ
ガ
ラ
ス
を
使
用
。
ま
た
、
柱

や
壁
に
富
山
県
産
木
材
を
積
極
的
に
活
用

し
、
主
要
駅
な
が
ら
温
も
り
を
感
じ
る
空
間

演
出
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
駅
改
札
を
出
て
す
ぐ
、
音
声
付

き
触
知
式
構
内
案
内
板
が
設
置
さ
れ
て
い

る
の
も
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ
。
案
内
板
に
は

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
に
基
づ

い
て
、
目
の
不
自
由
な
方
で
も
音
声
や
点

字
で
分
か
る
よ
う
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

富
山
は
北
陸
の
〝
鉄
道
王
国
〞

　

ち
な
み
に
、イ
チ
鉄
道
フ
ァ
ン
と
し
て
は
、

新
幹
線
改
札
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
路
面
電

車
が
見
通
せ
る
の
も
う
れ
し
い
！　

富
山
は

北
陸
の
〝
鉄
道
王
国
〞
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
鉄

軌
道
網
が
充
実
し
て
お
り
、
本
年
3
月
に

は
南
北
の
路
面
電
車
（
南
： 

富
山
地
方
鉄

道
富
山
軌
道
線
、
北
：
富
山
ラ
イ
ト
レ
ー
ル

富
山
港
線
）
が
つ
な
が
る
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
ま
す
。
南
北
の
レ
ー
ル
が
つ
な
が
り
、
運

賃
が
均
一
化
さ
れ
る
こ
と
で 

よ
り
使
い
や

す
く
、
地
元
の
方
だ
け
で
な
く
、
観
光
客
の

足
代
わ
り
と
し
て
ま
す
ま
す
路
面
電
車
が

進
化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
と
や
マ
ル
シ
ェ
」
で
旬
を
チ
ェ
ッ
ク

　

今
後
の
発
展
に
も
大
注
目
な
富
山
駅
で

す
が
、
既
に
北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
っ
て
駅

新幹線の改札口か
ら、路面電車を見
ることができる

富山の名産品「鱒寿司」が所狭し
と並んでいる

幕府への献上品だった鱒寿司。駅
弁としては明治 45年に販売され
たのが始まりとか

柱や壁には地元産の木材がふんだんに使用さ
れている

ユニバーサルデザインの考え方に基づいた、
音声付き触知式構内案内板

京阪特急として長年走ってきた旧3000
系。現在は富山地方鉄道の「ダブルデッ
カーエキスプレス」として活躍してい
る。右は元西武の特急用車両

2階席の視点は通常車両より 1ｍ以上高くなる

天井の高い2階建車両。京
阪電鉄から譲渡された際、
車両限界を修正した

京都の三大祭りの 1つ、
「時代祭」の行列絵図を
施したカラフルな車体

特
集 北陸新幹線のその後
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関
連
施
設
の
充
実
度
が
格
段
に
向
上
し
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
オ
ス
ス
メ
は
、
富
山
の
名
産
品
・

特
産
品
が
勢
揃
い
す
る
駅
構
内
の
「
と
や
マ

ル
シ
ェ
」。
駅
に
寄
る
だ
け
で
富
山
の
味
め

ぐ
り
が
で
き
て
、
と
て
も
便
利
。
街
中
に
出

か
け
る
時
も
、
こ
こ
で
先
に
旬
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
と
失
敗
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

富
山
を
代
表
す
る
駅
弁
と
い
え
ば
、
鱒

寿
司
！　

と
い
う
こ
と
で
、
中
で
も
地
元
の

老
舗
か
ら
人
気
店
ま
で
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ

の
鱒
寿
司
を
取
り
揃
え
て
い
る
「
越
中
鱒

寿
し 

富
乃
恵
」
に
お
立
ち
寄
り
。
店
員
さ

ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、
今
回
は
「
青
山

総
本
舗 

鱒
乃
寿
し
」
を
購
入
。
昆
布
だ
し

の
き
い
た
ご
飯
と
、
粗
塩
〆
し
た
お
魚
を
千

鳥
酢
で
ま
と
め
た
ホ
ッ
と
す
る
味
に
舌
鼓
。

お
腹
が
満
た
さ
れ
る
と
、
美
味
し
い
地
酒
が

欲
し
く
な
る
も
の
で
…
…
（
笑
）。
こ
こ
で
、

北
陸
新
幹
線
旅
も
小
休
止
。
富
山
の
街
に

繰
り
出
し
、
今
日
は
富
山
市
内
で
1
泊
す

る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

懐
か
し
い
車
両
に
再
会

　

さ
あ
、
最
先
端
技
術
を
ギ
ュ
ッ
と
詰
め

込
ん
だ
北
陸
新
幹
線
の
叡え
い
ち智
を
学
ぶ
鉄
旅
、

2
日
目
に
突
入
で
す
。
早
速
、
新
幹
線
に

乗
車
！
の
前
に
、
富
山
に
来
た
ら
必
ず
足

を
伸
ば
す
あ
の
路
線
に
乗
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

ズ
バ
リ
！
「
富
山
地
鉄
」
こ
と
、
富
山

地
方
鉄
道
で
す
。
中
で
も
イ
チ
オ
シ
の
列

車
が
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」。

私
が
高
校
生
の
頃
か
ら
、
通
学
で
お
世
話

に
な
っ
た
京
阪
電
車
の
車
両
が
第
2
の
人

生
を
送
っ
て
い
る
の
が
、
こ
こ
富
山
地
鉄
な

の
で
す
。
旧
３
０
０
０
系
特
急
車
と
い
う
カ

ラ
ー
テ
レ
ビ
カ
ー
を
搭
載
し
た
日
本
初
の
列

車
で
、2
階
建
車
両
も
あ
る
こ
と
か
ら
、「
階

下
席
に
乗
る
か
、
2
階
に
乗
る
か
、
テ
レ
ビ

カ
ー
に
乗
る
か
」
と
い
っ
た
〝
テ
ツ
の
ト
ラ

イ
ア
ン
グ
ル
〞
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
（
笑
）

　

ダ
ブ
ル
デ
ッ
カ
ー
エ
キ
ス
プ
レ
ス
に
揺
ら

れ
、
当
時
見
て
い
た
景
色
よ
り
も
壮
大
な

車
窓
を
楽
し
み
な
が
ら
岩い

わ
く
ら峅
寺じ

ま
で
の
プ

チ
ト
リ
ッ
プ
。
不
思
議
な
も
の
で
、
こ
れ
だ

け
で
学
生
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
で
き
ま

す
。
久
し
ぶ
り
に
旧
友
に
会
え
た
よ
う
な
気

持
ち
で
、
朝
か
ら
心
が
ホ
ッ
コ
リ
満
た
さ
れ

幸
せ
な
気
持
ち
に
…
…
。

二
つ
の
長
所
を
組
み
合
わ
せ
た

橋
り
ょ
う

　

ま
だ
ま
だ
、
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
思
い

出
に
浸
っ
て
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
こ

か
ら
は
北
陸
新
幹
線
旅
に
戻
り
ま
す
。

　

富
山
駅
を
出
発
す
る
と
、
平
成
25
年
に

Ｐ
Ｃ
工
学
会
賞
の
作
品
部
門
を
受
賞
し
た

神
通
川
橋
り
ょ
う
を
通
過
し
ま
す
。
神
通

川
橋
り
ょ
う
の
最
大
支
間
長
は
１
２
８
m
。

道
路
橋
で
は
支
間
長
が
長
く
な
る
場
合
、

構
造
物
を
軽
量
化
で
き
る
Ｐ
Ｃ
斜
張
橋
が

一
般
的
な
の
で
す
が
、
高
速
走
行
す
る
新

幹
線
で
は
、
軌
道
に
ミ
リ
単
位
の
精
度
が

要
求
さ
れ
る
た
め
、
桁
の
た
わ
み
を
抑
え

る
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
道
路

橋
で
よ
く
使
わ
れ
る
斜
張
橋
と
、
鉄
道
で

使
わ
れ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
（
Ｐ
Ｃ
橋
）

の
長
所
を
組
み
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｃ
エ
ク
ス
ト

ラ
ド
ー
ズ
ド
橋
を
採
用
し
、
さ
ら
に
桁
の

た
わ
み
を
抑
制
す
る
技
術
を
開
発
。
こ
う

し
た
問
題
点
を
見
事
に
ク
リ
ア
し
た
こ
と

その施工技術が評価され、平成 25年にPC 工学会賞を受賞した神通川橋りょう

新高岡駅の外観は、
国宝・瑞龍寺がデザ
インモチーフ

内装には地元産の素
材が多数使用されて
いる

待合室の壁面
には銅・真鍮
板を使用

五箇山和紙を
挟み込んだガ
ラス
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か
ら
受
賞
に
至
り
ま
し
た
。

駅
構
内
で
高
岡
の
文
化
を
実
感

　

ち
ょ
う
ど
10
分
ほ
ど
経
過
し
た
と
こ
ろ

で
、
富
山
県
最
後
の
新
幹
線
駅
・
新
高
岡

駅
に
到
着
で
す
。
駅
構
内
の
内
装
は
、
瑞

龍
寺
の
回
廊
や
町
屋
の
縦
格
子
（
さ
さ
ら

戸
）
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
と
し
、
地
域
の
歴
史

や
伝
統
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
空
間
と
し
て
い

ま
す
。

　

そ
ん
な
新
高
岡
駅
の
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ

ト
は
「
飛
越
能
の
自
然
・
伝
統
・
技
術
が

融
合
し
、
新
た
な
時
代
を
具
現
化
す
る
デ

ザ
イ
ン
」。
壁
面
は
氷ひ

み見
産
・
利と

が賀
産
の
杉

材
、
五ご

箇か

山や
ま

和
紙
を
挟
み
込
ん
だ
ガ
ラ
ス
、

柱
に
は
能
登
産
の
珪け
い
そ
う
ど

藻
土
や
ア
ル
ミ
の
鋳
物

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
特
徴
的
な
の
が
、
待
合
室
の

壁
に
使
用
さ
れ
た
高
岡
産
の
圧
延
発
色
加

工
し
た
銅
・
真し
ん
ち
ゅ
う
鍮
板
。
こ
の
銅
・
真
鍮
板
が

用
い
ら
れ
る
こ
と
で
、
室
内
の
空
気
が
グ
ッ

と
引
き
締
ま
り
、
ま
る
で
美
術
館
の
よ
う
な

雰
囲
気
に
。
触
れ
る
と
ひ
ん
や
り
冷
た
く
、

駅
に
い
な
が
ら
に
し
て
高
岡
の
文
化
を
実
感

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

外
観
は
、
ア
ル
ミ
型
材
の
採
用
や
色
調

の
変
化
が
あ
る
こ
と
で
、
高
架
下
施
設
を
駅

前
空
間
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
。
地
場
素
材
や
伝

統
技
術
を
使
い
な
が
ら
、
全
体
的
に
無
駄

の
な
い
端
的
な
デ
ザ
イ
ン
に
よ
っ
て
駅
周
辺

施
設
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｒ
城じ
ょ
う
は
な端
線
と
の
接
続
駅
で
も
あ
る
た
め
、

団
体
利
用
客
を
意
識
し
た
お
手
洗
い
の
配

置
を
ふ
く
め
使
い
勝
手
が
抜
群
で
す
。
お
客

様
フ
ァ
ー
ス
ト
が
徹
底
さ
れ
て
い
て
、
と
て

も
好
印
象
！威

厳
と
プ
ラ
イ
ド
を
感
じ
る

金
沢
駅

　

そ
し
て
い
よ
い
よ
、
本
日
の
旅

の
終
着
駅
で
も
あ
り
、
現
在
の

北
陸
新
幹
線
の
終
着
駅
で
も
あ

る
金
沢
駅
へ
。
乗
車
時
間
は 

こ

ち
ら
も
13
分
と
短
い
で
す
が
、
鉄

道
フ
ァ
ン
と
し
て
の
注
目
は
、
新

倶く

り

か

ら

利
伽
羅
ト
ン
ネ
ル
に
入
る
直

前
、
右
手
に
在
来
線
が
接
近
し
て

く
る
所
。
そ
の
後
、
金
沢
到
着
ま

3,019 枚ものガラスを使用した、明るく、雨にもぬれな
い金沢駅の「もてなしドーム」幻想的なライトアップされた鼓門

で
短
い
ト
ン
ネ
ル
が
い
く
つ
か
続
き
ま
す
。

　

金
沢
駅
構
内
は
、
何
と
い
っ
て
も
コ
ン

コ
ー
ス
正
面
に
加
賀
友
禅
を
は
め
込
ん
だ
ガ

ラ
ス
の
壁
が
美
し
く
、
駅
の
中
を
い
っ
そ
う

明
る
く
し
て
く
れ
ま
す
。
待
合
室
の
デ
ザ
イ

ン
壁
に
は
、
輪
島
塗
、
九
谷
焼
な
ど
県
内

30
品
目
２
３
６
点
の
工
芸
品
が
取
り
付
け

ら
れ
、
小
さ
な
丸
窓
か
ら
一
つ
ひ
と
つ
を
鑑

賞
す
る
の
も
楽
し
い
！　

ホ
ー
ム
柱
に
ま
で

も
、
金
箔
の
帯
を
巻
き
付
け
る
な
ど
〝
石

川
県
で
最
初
の
新
幹
線
駅
〞
で
あ
る
と
い
う

威
厳
と
プ
ラ
イ
ド
を
見
せ
つ
け
ら
れ
ま
す
。

　

駅
正
面
に
は
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

も
定
着
し
た
、
壮
大
な
鼓
門
が
お
出
迎
え
。

日
中
に
見
ら
れ
る
神
々
し
い
朱
色
も
美
し
い

で
す
が
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
姿
は
幻
想

的
か
つ
荘
厳
。
金
沢
滞
在
の
際
に
は
、
ぜ
ひ

昼
夜
両
方
の
姿
を
愛
で
て
い
た
だ
き
た
い
で

す
。

　

と
い
う
こ
と
で
、
北
陸
新
幹
線
の
技
術
と

文
化
を
味
わ
い
尽
く
す
各
駅
停
車
旅
。
い

か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？　

ひ
と
ま
ず
、

現
在
の
延
伸
区
間
は〝
全
線
完
乗
〞。こ
の
先
、

敦
賀
へ
向
け
て
の
本
格
開
通
が
見
込
ま
れ
る

の
が
２
０
２
２
年
度
末
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
か
ら
3
年
の
間
に
、
ど
ん
な
技
術
が
開

発
さ
れ
、
ど
ん
な
情
緒
あ
ふ
れ
る
駅
が
生
ま

れ
る
の
か
…
…
！　

ひ
と
り
の
鉄
道
フ
ァ
ン

と
し
て
、
そ
の
時
を
今
か
ら
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
！

2 階コンコース正面の加賀友禅をはめ込んだガラス

ホームの柱には金箔貼りの化粧パネルが

特
集 北陸新幹線のその後
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鉄道・運輸機構の取組み

●
は
じ
め
に

　

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
相
鉄
本
線
西
谷
駅
か
ら

Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
付
近
ま
で
の
連
絡

線
（
約
２・７
㎞
）
お
よ
び
羽
沢
横
浜
国
大
駅
を
新
設

し
、
こ
の
連
絡
線
を
利
用
し
て
相
鉄
線
と
Ｊ
Ｒ
線
が

相
互
直
通
運
転
を
行
う
路
線
で
す
。
本
路
線
は
、
羽

沢
横
浜
国
大
駅
か
ら
東
急
東
横
線
・
目
黒
線
日
吉
駅

ま
で
の
連
絡
線
を
整
備
す
る
相
鉄・東
急
直
通
線
（
令

和
４
年
度
下
期
開
業
予
定
）
と
併
せ
て
神
奈
川
東
部

方
面
線
と
し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
事
業
で
あ
り
、

令
和
元
年
11
月
30
日
に
開
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
事
業
は
、
既
存
の
路
線
を
連

絡
さ
せ
る
こ
と
で
横
浜
市
西
部
お
よ
び
神
奈
川
県
央

部
と
東
京
都
心
部
を
直
結
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

所
要
時
間
の
短
縮
や
乗
り
換
え
回
数
の
減
少
な
ど
鉄

道
の
利
便
性
が
向
上
す
る
こ
と
に
加
え
、
新
幹
線
へ

の
ア
ク
セ
ス
向
上
、
地
域
間
の
連
携
と
活
性
化
な
ど

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

●
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
事
業
概
要

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
は
平
成
12
年
１
月
の
運
輸
政

策
審
議
会
答
申
第
18
号
「
東
京
圏
に
お
け
る
高
速
鉄

道
に
関
す
る
基
本
計
画
に
つ
い
て
」
に
て
、
都
市
鉄
道

の
混
雑
の
緩
和
や
速
達
性
の
向
上
等
を
目
的
と
し
て

整
備
す
べ
き
と
さ
れ
た
鉄
道
路
線
の
一
つ
で
す
。
既
存

ス
ト
ッ
ク
を
活
用
し
つ
つ
都
市
鉄
道
の
機
能
の
高
度
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
都
市
鉄
道
等
利
便
増

進
法
」
が
平
成
17
年
８
月
に
施
行
さ
れ
る
と
、
鉄
道
・

運
輸
機
構
（
以
下
機
構
と
い
う
）
は
平
成
18
年
８
月

神奈川東部方面線、相鉄・JR直通線開業
令和元年11月 30日、相鉄本線と JR東海道貨物線をつなぐ連絡線が開業しました。

これにより横浜市西部・神奈川県央部と東京都心部とのアクセスがさらに便利になります。
その概要を紹介します。

相鉄・JR直通線の発車式
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に
同
法
に
基
づ
き
相
鉄
・
Ｊ

Ｒ
直
通
線
の
速
達
性
向
上
計

画
を
国
土
交
通
省
関
東
運
輸

局
へ
申
請
、
同
年
11
月
に
計

画
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
平
成
21
年
10
月
に
営
業

主
体
で
あ
る
相
模
鉄
道
㈱
が

工
事
施
行
認
可
を
受
け
、
平

成
22
年
３
月
に
都
市
計
画
決

定
お
よ
び
「
横
浜
市
環
境
影

響
評
価
条
例
」
に
基
づ
く
環

境
影
響
評
価
書
の
公
告
・
縦

覧
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
は「
都

市
鉄
道
等
利
便
増
進
法
」
に

基
づ
い
た
「
速
達
性
向
上
事

業
」
の
第
１
号
案
件
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
営
業
主
体

が
施
設
の
整
備
主
体
に
対
し

施
設
整
備
に
よ
る
受
益
の
範

囲
内
で
使
用
料
を
支
払
う「
受

益
活
用
型
上
下
分
離
方
式
」

を
採
用
し
て
お
り
、
神
奈
川

東
部
方
面
線
の
事
業
費
は
、

国
と
地
方
自
治
体
（
神
奈
川

県
お
よ
び
横
浜
市
）
が
そ
れ

ぞ
れ
３
分
の
１
ず
つ
を
補
助

し
、
機
構
が
残
り
の
３
分
の

１
の
資
金
を
調
達
し
て
い
ま

す
。
開
業
後
は
機
構
が
営
業

主
体
に
対
し
て
設
備
を
貸
し
付
け
、
営
業
主
体
は
施

設
使
用
料
（
受
益
相
当
額
）
を
機
構
に
支
払
う
こ
と

で
事
業
費
の
償
還
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

神
奈
川
東
部
方
面
線
は
、
機
構
が
整
備
主
体
と
な

り
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
相
模
鉄
道
㈱
、
相
鉄
・

東
急
直
通
線
は
相
模
鉄
道
㈱
と
東
急
電
鉄
㈱
を
営
業

主
体
と
し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
東
部
方
面
線
は
設
計
特
例
制
度

を
適
用
し
た
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
設
計
特
例
制

度
と
は
、
鉄
道
事
業
法
の
一
部
改
正
（
平
成
11
年
５

月
）
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
認
定
鉄
道
事
業
者
制
度
の

一
環
で
、
工
事
施
行
認
可
申
請
等
に
際
し
て
当
該
鉄

道
施
設
の
設
計
を
機
構
が
行
っ
た
場
合
に
は
、
申
請

書
類
お
よ
び
図
面
の
添
付
を
大
幅
に
省
略
す
る
こ
と

が
で
き
る
制
度
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
機
構
が
設
計

管
理
者
等
の
選
任
や
設
計
基
本
方
針
の
策
定
、
竣
工

確
認
等
を
行
う
代
わ
り
に
、
工
事
施
行
認
可
時
の
自

治
体
や
鉄
道
事
業
者
の
負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
本
路
線
は
、
設
計
特
例
制
度
に
よ
り
実
施

す
る
業
務
の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
設
計
特
例
制
度

業
務
実
施
規
程
に
基
づ
い
て
設
計
基
本
方
針
を
策
定

し
、
設
計
基
本
方
針
お
よ
び
設
計
基
準
に
適
合
す
る

よ
う
、
設
計
標
準
示
方
書
お
よ
び
仕
様
書
に
よ
る
設

計
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
元
年
６
〜
８

月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
地
上
監
査
・
総
合
監
査
と
合

わ
せ
て
、
設
計
特
例
制
度
に
基
づ
く
竣
工
確
認
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

●
工
事
概
要

　

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
沿
線
環
境
や
景
観
な
ど

相鉄・東急直通線相鉄・JR直通線

構
造
種
別

円形トンネル（複線） 円形トンネル（複線） 円形トンネル（複線） 円形トンネル
（単線並列）

土
　
　
工

箱
形

ト
ン
ネ
ル

箱
形
ト
ン
ネ
ル

箱
形
ト
ン
ネ
ル

箱
形
ト
ン
ネ
ル

箱
形
ト
ン
ネ
ル

箱
形
ト
ン
ネ
ル

高
架
橋

２
層

擁
　
　
壁

擁
　
　
壁

擁
　
　
壁

東海道新幹線
国道
16
号
東電
シー
ルド

環状
2号
線

東電
シー
ルド

東電
シー
ルド

東海
道新
幹線

新横
浜陸
橋

鶴見
川

横浜
環状
北線横浜

市営
地下
鉄

ブル
ーラ
イン

横浜市営地下鉄

グリーンライン
新横
浜駅
（仮
称）

新綱
島駅
（仮
称）

日吉駅

小机
干若
雨水
幹線

国道
46
6号

（第
三京
浜道
路）

帷子川

帷子川
分水路トンネル

西谷
駅

羽沢
横浜
国大
駅

施設使用料
（受益相当額）施設の貸付

償還

整備費

鉄道整備主体

鉄道営業主体

国
1/3

地方
1/3

借入等
1/3

規制特例 トンネル：非課税（固定資産税）
駅施設：軽減（都市計画税、固定資産税）

■都市鉄道等利便増進法における「受益活用型上下分離方式」■相鉄・ＪＲ直通線および相鉄・東急直通線路線図

■相鉄・ＪＲ直通線および相鉄・東急直通線線路縦断図
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へ
の
配
慮
か
ら
地
下
ト
ン
ネ
ル
を
主
体
と
し
て
お
り
、

走
行
ル
ー
ト
は
安
全
性
、
利
便
性
、
速
達
性
、
経
済

性
等
に
重
点
を
置
い
て
選
定
し
ま
し
た
。
地
下
ト
ン

ネ
ル
の
た
め
、
地
下
構
造
物
と
の
離
隔
に
配
慮
し
、

速
達
性
確
保
の
た
め
設
計
最
高
速
度
１
２
０
㎞
／
時

に
対
応
す
る
よ
う
良
好
な
線
形
を
模
索
し
た
結
果
、

現
在
の
線
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

工
事
は
都
市
部
で
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
用
地

交
渉
や
支
障
移
設
、
鉄
道
事
業
者
と
の
調
整
な
ど
、

厳
し
い
場
面
も
多
く
あ
り
ま
し
た
が
、
根
気
強
い
説

明
と
交
渉
に
よ
っ
て
、
関
係
者
の
ご
理
解
の
も
と
着

実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
工
事
延
長
約
２
・
７
㎞
の

う
ち
、
機
構
は
西
谷
ト
ン
ネ
ル
（
約
１
・
４
㎞
）
と
羽

沢
横
浜
国
大
駅
の
建
設
工
事
を
行
い
、
営
業
線
と
近

接
す
る
相
鉄
本
線
西
谷
駅
付
近
（
約
０
・
７
㎞
）
は

相
模
鉄
道
㈱
に
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨
物
線
接
続
部
（
約

０
・
６
㎞
）は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
工
事
を
委
託
し
ま
し
た
。

　

西
谷
ト
ン
ネ
ル
は
西
谷
駅
と
羽
沢

横
浜
国
大
駅
の
間
に
位
置
す
る
延
長

約
１
４
４
６
ｍ
の
複
線
ト
ン
ネ
ル
で
、

安
定
し
た
上
総
層
群
地
盤
が
掘
削
対

象
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市
部
で
初

め
て
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
、
密
閉
型
シ
ー
ル
ド
に

よ
り
掘
削
お
よ
び
切
羽
の
安
定
を
図

り
、シ
ー
ル
ド
掘
進
（
Ｓ
ｈ
ｉｅ
ｌ
ｄ
）

と
並
行
し
て一
次
覆
工
と
な
る
場
所

打
ち
ラ
イ
ニ
ン
グ
（
Ｅｘ
ｔｒｕ
ｄｅ
ｄ　

Ｃｏｎｃｒｅ
ｔｅ　
Ｌ
ｉｎ
ｉｎｇ
）
に

よ
り
ト
ン
ネ
ル
を
支
保
し
、
一次
覆
工
の
安
定
を
計
測

に
よ
り
確
認
し
た
後
、
力
学
的
機
能
を
付
加
さ
せ
な

い
二
次
覆
工
を
施
工
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
）
し
て
ト
ン
ネ
ル
を

完
成
さ
せ
る
工
法
（
Ｓｙ
ｓ
ｔｅｍ
）
で
、
シ
ー
ル
ド
工

法
の
安
定
性
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
経
済
性
を
併
せ
持
つ
工
法

で
す
。
シ
ー
ル
ド
工
法
よ
り
安
価
な
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る

施
工
は
東
北
新
幹
線
三
本
木
原
ト
ン
ネ
ル
、
北
海
道

新
幹
線
津
軽
蓬
田
ト
ン
ネ
ル
に
続
き
、
本
ト
ン
ネ
ル
が

３
例
目
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
ト
ン
ネ
ル
の
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
は
西
谷
ト
ン
ネ
ル
施
工
後
、
相
鉄
・
東
急
直

通
線
の
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
に
転
用
し
て
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
西
谷
ト
ン
ネ
ル
は
、
多
く
の
地
下
埋
設
物
が
輻

輳
す
る
国
道
16
号
線
直
下
を
土
被
り
約
７ｍ
で
横
断

す
る
難
工
事
で
し
た
が
、
切
羽
土
圧
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
打
設
圧
を
厳
し
く
管
理
す
る
こ
と
で
、
道
路
お
よ

び
埋
設
物
の
変
位
量
を
最
小
限
に
抑
え
て
施
工
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

羽
沢
横
浜
国
大
駅
は
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
唯
一

■一次覆工コンクリートの打設方法（SENS）

シールドマシン（仮組立状況）

西谷トンネル
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の
新
設
駅
で
、
相
対
式
ホ
ー
ム
２
面
２
線
の
地
下
駅
で

す
。
当
駅
は
バ
ス
等
の
交
通
機
関
と
の
利
便
性
お
よ

び
交
通
不
便
地
域
の
解
消
を
目
的
と
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海

道
貨
物
線
横
浜
羽
沢
駅
付
近
の
環
状
２
号
線
側
道
脇

に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
工
事
の
際
は
、
施
工
幅
員
が
狭

く
地
下
水
位
が
高
か
っ
た
た
め
、
仮
土
留
め
に
Ｓ
Ｍ
Ｗ

に
よ
る
地
中
連
続
壁
工
法
と
切
梁
プ
レ
ロ
ー
ド
を
採

用
し
ま
し
た
。
ま
た
、
駅
終
端
部
は
Ｊ
Ｒ
東
海
道
貨

物
線
に
近
接
し
て
い
る
た
め
、
軌
道
の
変
位
を
監
視

し
な
が
ら
の
慎
重
な
施
工
と
な
り
ま
し
た
。
建
築
・
機

械
工
事
で
は
、
本
駅
は
「
人
と
触
れ
合
う
」「
自
然
と

触
れ
合
う
」「
風
景
と
共
生
す
る
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
て
設
計
し
て
お
り
、
自
然
光
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
よ

う
膜
屋
根
を
採
用
し
、
内
外
装
は
レ
ン
ガ
を
基
調
と

し
た
流
行
に
左
右
さ
れ
な
い
落
ち
着
い
た
デ
ザ
イ
ン
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

電
気
設
備
工
事
で
は
、
西
谷
ト
ン
ネ
ル
区
間
と
羽

沢
横
浜
国
大
駅
お
よ
び
信
通
機
器
室
・
配
電
所
等
の

新
設
を
行
い
ま
し
た
。
起
終
点
が
他
事
業
者
の
営
業

線
に
接
続
さ
れ
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
備
仕
様
お

よ
び
既
設
設
備
と
の
接
続
に
伴
う
検
討
や
工
程
の
調

整
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

相
鉄
委
託
工
事
お
よ
び
Ｊ
Ｒ
東
日
本
委
託
工
事
に

お
い
て
は
、
新
設
工
事
の
ほ
か
、
既
存
施
設
の
改
修

工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。
営
業
線
近
接
工
事
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
作
業
場
所
や
時
間
に
大
き
な
制
約
が

あ
る
中
で
の
複
雑
な
切
り
替
え
な
ど
を
含
む
工
事
で

し
た
が
、
調
整
会
議
等
を
通
じ
て
綿
密
に
打
ち
合
せ

を
行
い
な
が
ら
施
工
を
進
め
、
無
事
に
工
事
を
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
お
わ
り
に

　

平
成
31
年
３
月
28
日
に
相
模
鉄
道
㈱
に
よ
り

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
に
も
乗
り
入
れ
る
新
型
車
両

「
１
２
０
０
０
系
」
の
お
披
露
目
が
あ
り
ま
し
た
が
、

同
日
午
後
、
羽
沢
横
浜
国
大
駅
に
て
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直

通
線
の
レ
ー
ル
締
結
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
監
査
・
検
査
や
訓
練
運
転
を
経
て
令
和
元
年
11

月
30
日
に
無
事
開
業
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

例
え
ば
二
俣
川
か
ら
新
宿
ま
で
移
動
す
る
場
合
で
も
、

乗
り
換
え
が
不
要
に
な
り
、
所
要
時
間
も
約
15
分
短

縮
さ
れ
る
な
ど
、
都
心
へ
の
距
離
が
一
気
に
縮
ま
り
ま

し
た
。

　

今
後
、
相
鉄
・
東
急
直
通
線
が
整
備
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
東
海
道
新
幹
線
新
横
浜
駅
へ
の
ア
ク
セ
ス
が

改
善
さ
れ
る
な
ど
さ
ら
に
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
化

さ
れ
、
い
っ
そ
う
早
く
、
便
利
に
な
り
ま
す
。
同
路
線

に
つ
き
ま
し
て
も
、
こ
れ
か
ら
令
和
４
年
度
下
期
の
完

成
に
向
け
て
着
実
に
工
事
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

レール締結式

羽沢横浜国大駅（外観） 羽沢横浜国大駅（軌道階）
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新
時
代
を
呼
ぶ

相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
の
開
業

　

令
和
元
年
11
月
30
日
、
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ

直
通
線
（
通
称
Ｓ
Ｊ
線
）
が
開
業
し
、
相

鉄
線
と
Ｊ
Ｒ
線
の
相
互
直
通
運
転
が
始

まっ
た
。
こ
れ
ま
で
神
奈
川
県
内
で
完
結
し

て
い
た
相
鉄
本
線
が
、
西
谷
・
羽
沢
横
浜

国
大
駅
間
の
新
線
を
経
由
し
て
Ｊ
Ｒ
線
に

乗
り
入
れ
、
渋
谷
・
新
宿
と
いっ
た
都
心

に
直
結
。
二
俣
川
・
新
宿
間
は
乗
り
換
え

る
こ
と
な
く
最
速
44
分
で
到
達
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
６
月
の
総
合
監
査
で
、
初
め
て
相
鉄

さ
ん
の
新
型
電
車
に
乗
っ
て
こ
の
駅
に
入

線
し
た
時
は
、
我
が
子
が
独
り
立
ち
し
た

よ
う
な
気
が
し
て
、
心
に
グ
ッ
と
来
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
」

　

新
た
に
開
業
し
た
羽
沢
横
浜
国
大
駅
の

地
下
ホ
ー
ム
で
感
慨
深
げ
に
語
る
の
は
、

新
横
浜
鉄
道
建
設
所
の
金
子
伸
生
所
長

だ
。

　
「
自
分
が
担
当
す
る
鉄
道
の
開
業
に
立

ち
会
う
の
は
初
め
て
で
す
。
用
地
を
は
じ

め
と
し
た
事
務
、
土
木
、
建
築
、
軌
道
、

電
気
、
機
械
と
い
っ
た
各
分
野
と
協
力
し

な
が
ら
鉄
道
施
設
を
作
り
、
そ
れ
が
完
成

す
る
と
い
う
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
経
験

で
す
」

　

だ
が
、
新
横
浜
鉄
道
建
設
所
の
業
務
は

ワーキング

レポート

　東京支社 新横浜鉄道建設所

最新技術を適材適所で採用し、
着々と建設が進む神奈川の新・大動脈
相鉄・JR直通線羽沢横浜国大駅と東急東横線・目黒線日吉駅を接続し、
横浜市西部・神奈川県央部と東京都心部を直結させる、相鉄・東急直通線。
相鉄沿線と新横浜に大きな発展をもたらす都市鉄道は、開業に向けて建設が着々と進行中だ。
一足先に開業した相鉄・JR直通線羽沢横浜国大駅とともに、
横浜新都心の地下に姿を現した新しい鉄道をレポートする。
文・写真：栗原 景（フォトライター）

切羽にシェービングクリームのような気
泡を注入して掘削土の流動性と止水性を
確保しながら掘り進む泥土圧シールドマ
シン。西谷・羽沢横浜国大駅間の西谷ト
ンネル建設で使われたマシンが羽沢トン
ネル建設に転用され、建設費削減に貢献
した

相鉄・東急直通線相鉄・東急直通線
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こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
羽
沢
横
浜
国

大
駅
か
ら
新
横
浜
を
経
て
、東
急
東
横
線・

目
黒
線
日
吉
駅
に
至
る
相
鉄
・
東
急
直
通

線
（
通
称
Ｓ
Ｔ
線
）
の
建
設
が
、
令
和
４

年
度
下
期
の
開
業
を
目
指
し
て
進
行
中

だ
。
開
業
後
は
、
新
横
浜
駅
（
仮
称
、
以

下
同
）
を
境
に
相
鉄
新
横
浜
線
、
東
急
新

横
浜
線
の
名
称
が
与
え
ら
れ
る
。

都
心
直
結
の
ま
ち
に

生
ま
れ
変
わ
る
羽
沢
横
浜
国
大
駅

　

新
横
浜
鉄
道
建
設
所
は
、
Ｓ
Ｊ
線
西

谷
・
羽
沢
横
浜
国
大
間
と
、
Ｓ
Ｔ
線
の

う
ち
羽
沢
横
浜
国
大
・
新
横
浜
間
の
土

木
工
事
を
担
当
し
て
い
る
。
ほ
ぼ
全
区

間
が
地
下
区
間
で
、
Ｓ
Ｊ
線
が
完
成
し

羽沢トンネル防音ハウス内の土砂ピット。約 2,000㎥の収容力があ
るが、30台前後のダンプが横浜市内の処理場まで１日 7往復して搬
出している

平成29年 4月に新横浜鉄道建設所に担当者として
着任した金子所長。担当者を1年経てから平成30
年 4月に所長に就任したため、現場で作業にあたる
JVの人との意思疎通も自然に図れているという

赤羽一嘉国土交通大臣や黒岩祐治神奈川県知事なども出席して 11月 25日に羽
沢横浜国大駅で行われた発車式

羽沢横浜国大駅に顔を揃えた相模鉄道 12000 系と JR 東日本 E233 系。こ
れからはこの風景が日常となる

■新横浜鉄道建設所担当区間

旭区 都筑区

西谷駅

羽沢横浜国大駅

保土ケ谷区

神奈川区

第
三
京
浜
道
路

環状 2号線

東海道新幹線

東海道貨物線 (SJ 線）

横浜市営地
下鉄ブルー

ライン

横浜線

国
道
16号

相
鉄
本
線

横
浜
上
麻
生
線

小
机
駅

横
浜
上
麻
生
線

新
横
浜
元
石
川
線

横
浜
生
田
線

上
星
川
駅

八
王
子
街
道

青
砥
上
星
川
線

山
崎
通
り

羽沢 IC

羽沢 IC

片倉町駅

新横浜駅

た
今
は
、
Ｓ
Ｔ
線
の
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
と
新

横
浜
駅
の
建
設
を
行
っ
て
い
る
。

　

羽
沢
横
浜
国
大
駅
の
乗
り
場
は
、
ホ
ー

ム
が
向
か
い
合
っ
た
、
２
面
２
線
の
相
対

式
ホ
ー
ム
。
機
能
的
な
内
装
で
、
駅
名

標
や
案
内
板
は
相
鉄
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ

ラ
ー
で
あ
る
濃
紺
、「
ヨ
コ
ハ
マ
ネ
イ
ビ
ー

ブ
ル
ー
」
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。

　

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
で
コ
ン
コ
ー
ス
に
上

が
る
と
、
こ
ち
ら
は
壁
面
を
レ
ン
ガ
調
タ

イ
ル
で
飾
っ
た
、
モ
ダ
ン
で
開
放
的
な
空

間
だ
。
屋
根
に
東
京
ド
ー
ム
な
ど
と
同
じ

膜
屋
根
が
使
わ
れ
、
明
る
い
雰
囲
気
に
包

ま
れ
て
い
る
。

　
「
商
業
施
設
な
ど
は
こ
れ
か
ら
の
地
域

で
す
が
、地
元
の
催
し
に
参
加
し
ま
す
と
、

JR 貨物の横浜羽沢駅に隣接して開業した羽沢横浜国大駅。新横浜や
保土ケ谷へのバスが 1時間に 1～ 2本あるだけの不便な場所だった
が、SJ 線の開業で渋谷まで最速 33分で結ばれた
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子
ど
も
さ
ん
が
大
勢
い
る
ん
で
す
。
Ｓ
Ｊ

線
も
Ｓ
Ｔ
線
も
、
こ
う
し
た
子
ど
も
た
ち

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
路
線
に
育
っ

て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
」

　

実
際
、
駅
周
辺
に
は
新
し
い
家
も
建
ち

始
め
て
お
り
、
横
浜
市
に
よ
る
開
発
計
画

も
あ
る
。
Ｓ
Ｔ
線
も
開
業
す
れ
ば
、
都
心

直
結
の
便
利
な
ま
ち
と
し
て
、
大
き
く
成

長
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
二
つ
の
路
線
の
分
岐
は
、
駅
の
す
ぐ
北
、

地
上
に
出
た
所
に
あ
る
。
駅
か
ら
直
進
す

る
線
路
が
新
横
浜
・
日
吉
に
向
か
う
Ｓ
Ｔ

線
で
、
そ
の
向
こ
う
に
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
が

見
え
る
。今
に
も
列
車
が
現
れ
そ
う
だ
が
、

内
部
で
は
新
横
浜
に
向
け
て
掘
削
が
進
め

羽沢トンネルのうち、羽沢横浜国大駅方から約 150ｍは開削工法による箱
形トンネルだ。現時点での線路終端部と、建築限界測定車が見える

羽沢トンネル内への搬入を待つセグメント。中央の黄色い開口部から天井
クレーンによって立坑内へ降ろす

シールド工法（手前）と SENS（奥）の境界。2つの工法では、
使用する設備が異なるので、シールドマシンはここでマシン内
設備の換装を行った

SENSで使用された
内型枠。セグメント
と同じ1.2m 幅のリ
ングが 16リング並
んでおり、一番後ろ
のリングを前に移し
替えて前進していっ
た。なお、SENS の
由来については 12
ページ参照

ら
れ
て
い
る
。

最
新
の
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
を
駆
使
す
る

羽
沢
ト
ン
ネ
ル

　

金
子
所
長
の
案
内
で
、
羽
沢
ト
ン
ネ
ル

に
入
る
。
出
入
口
と
な
る
発
進
立
坑
は
、

羽
沢
横
浜
国
大
駅
の
北
に
あ
る
。
敷
地
内

の
防
音
ハ
ウ
ス
に
は
掘
削
土
の
ピ
ッ
ト
が

あ
り
、
ダ
ン
プ
カ
ー
が
次
々
と
出
入
り
し

て
い
た
。

　

防
音
ハ
ウ
ス
の
横
か
ら
、
車
で
本
坑
に

降
り
る
。
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
の
ほ
と
ん
ど
の

区
間
は
、
円
筒
形
の
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の

先
端
に
取
り
付
け
ら
れ
た
カ
ッ
タ
ー
ビ
ッ

ト
で
掘
り
進
む
、
円
形
ト
ン
ネ
ル
だ
。

　
「
羽
沢
ト
ン
ネ
ル
最
大
の
特
徴
は
、
セ

グ
メ
ン
ト
を
使
っ
た
シ
ー
ル
ド
工
法
と
、

当
機
構
が
開
発
し
た
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
と
を
使
い

分
け
て
い
る
こ
と
で
す
」

　

セ
グ
メ
ン
ト
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製

で
瓦
形
に
な
っ
て
お
り
、
８
ピ
ー
ス
を
組

む
と
、
直
径
約
10
ｍ
の
リ
ン
グ
に
な
る
。

シ
ー
ル
ド
工
法
で
は
、
工
場
で
あ
ら
か
じ

め
製
造
さ
れ
た
セ
グ
メ
ン
ト
を
、
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
内
部
で
組
み
立
て
て
ト
ン
ネ
ル

を
構
築
し
て
い
く
。
コ
ス
ト
は
か
か
る
が

品
質
に
優
れ
、
設
置
と
同
時
に
覆
工
が
構

築
さ
れ
る
。

　
一
方
の
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
は
、
セ
グ
メ
ン
ト
の

代
わ
り
に
内
型
枠
を
設
置
し
て
、
掘
進

羽沢横浜国大駅から新横浜方向を望む。中央の 2本が ST線、左右の線路が
SJ 線だ。JR線との接続部は、JR東日本に委託して工事を進めた
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土圧やジャッキの状況などをモニターで確認しながらシールドマシンを運転する
シールドマシン内部では、順次セグメントが構築されていく。幅
1.2mの１リングを構築するのに、掘削を含めて約 2時間かかる

ワーキング

レポート

と
同
時
に
地
山
と
内
型
枠
の
間
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
を
直
接
加
圧
充
填
す
る
。
こ
れ
を

場
所
打
ち
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
い
い
、
場
所
打

ち
ラ
イ
ニ
ン
グ
に
よ
る
一
次
覆
工
構
築
後
、

防
水
シ
ー
ト
を
巻
い
て
さ
ら
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
に
よ
る
二
次
覆
工
を
行
う
。

作
業
が
現
場
で
完
結
す
る
た
め
経
済
性
に

優
れ
る
工
法
だ
。
地
中
深
く
の
、
地
盤
が

堅
い
場
所
で
は
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
が
、
重
要
構
造

物
に
近
接
し
た
場
所
で
は
シ
ー
ル
ド
工
法

が
選
択
さ
れ
て
い
る
。

　

車
で
地
下
約
50
ｍ
の
地
点
ま
で
入
り
、

歩
い
て
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
が

あ
る
切
羽
へ
向
か
う
。
円
形

ト
ン
ネ
ル
は
順
次
床
面
を
構

築
し
て
い
く
た
め
、
車
が
奥

ま
で
通
行
で
き
な
い
。
コ
ン

ク
リ
ー
ト
は
パ
イ
プ
で
送
り

込
み
、
セ
グ
メ
ン
ト
な
ど
の

資
材
は
仮
設
軌
道
を
走
る

バ
ッ
テ
リ
ー
ロ
コ
で
運
搬
、

掘
削
土
は
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

で
運
び
出
さ
れ
る
。

　

シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
運
転

室
で
は
、
二
人
の
作
業
員
が

運
転
操
作
を
行
っ
て
い
た
。

一
見
、
事
務
室
の
よ
う
に
見

え
る
が
、
こ
の
部
屋
自
体
、

毎
分
20
㎜
程
度
の
速
度
で

前
進
し
て
い
る
。
現
在
は
Ｓ

羽沢トンネル内での資材運搬はバッテリーロコで行っている

Ｅ
Ｎ
Ｓ
区
間
が
終
わ
っ
て
再
び

シ
ー
ル
ド
工
法
の
区
間
を
掘
進

中
だ
。休
憩
中
の
作
業
員
は「
Ｓ

Ｅ
Ｎ
Ｓ
区
間
で
は
、
緊
張
の
連

続
で
し
た
」
と
語
っ
た
。

　
「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
で
は
ド
ロ
っ
と

し
た
状
態
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

扱
う
の
で
、
時
間
管
理
に
気
を

遣
い
ま
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト

が
固
ま
り
始
め
る
前
に
、
内
型

枠
一
つ
分
を
掘
進
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
は
前
胴
が
重
く
、
Ｓ

Ｅ
Ｎ
Ｓ
で
は
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト

に
浮
力
が
発
生
し
て
後
胴
が
浮

き
上
が
り
ま
す
。
そ
の
姿
勢
制

御
も
重
要
で
し
た
」

　

シ
ー
ル
ド
工
法
も
気
は
抜
け

な
い
。
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
は
外
周
に
28
本

の
ジ
ャ
ッ
キ
が
あ
り
、
最
前
列
の
セ
グ
メ

ン
ト
を
押
し
て
推
進
力
を
得
る
が
、
例
え

ば
曲
線
区
間
で
は
内
側
と
外
側
で
ジ
ャ
ッ

キ
推
力
を
変
え
る
と
い
っ
た
具
合
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ジ
ャ
ッ
キ
に
対
し
て
き
め
細
か

い
操
作
が
必
要
と
な
る
。
こ
う
し
た
部
分

は
、
１
０
０
％
人
間
の
判
断
と
操
作
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
。
新
横
浜
駅
ま
で
は
あ
と

約
４
７
０
ｍ
（
令
和
元
年
11
月
末
現
在
）。

令
和
２
年
２
月
末
ま
で
に
貫
通
す
る
予
定

だ
。

28 本のジャッキが最前部のセグメントを押しつけることで、シールドマシンが推進力を
得るとともに、セグメントはトンネル軸方向に固定される
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市
民
の
期
待
を
背
負
う
新
横
浜
駅

　

地
上
に
戻
り
、車
で
新
横
浜
を
訪
れ
た
。

Ｊ
Ｒ
新
横
浜
駅
前
で
は
、
環
状
２
号
線
の

下
で
、
地
下
４
階
、
総
延
長
３
２
５·

５

ｍ
の
新
横
浜
駅
（
仮
称
）
が
建
設
中
だ
。

横
浜
市
営
地
下
鉄
ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
新
横
浜

駅
と
交
差
す
る
た
め
、
交
差
部
を
含
む

中
央
の
76
・
５ｍ
を
横
浜
市
交
通
局
に
委

託
し
て
工
事
を
進
め
て
い
る
。
羽
沢
方

１
２
４ｍ
と
日
吉
方
１
２
５ｍ
を
鉄
道
・
運

輸
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
）
が

工
事
を
進
め
て
い
る
。
現
在
、
機
構
施

工
区
間
に
つ
い
て
は
、
駅
本
体
の
土
木

工
事
は
完
了
し
、
四
つ
の
出
入
口
や
、
東

西
２
カ
所
の
換
気
塔
の
構
築
な
ど
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

　

駅
は
鋼
製
地
中
連
続
壁
工
法
で
建
設

さ
れ
て
い
る
。
セ
メ
ン
ト
と
現
地
の
土
を

混
ぜ
た
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
で
作
っ
た
土
留

壁
に
、
お
互
い
を
継
手
で
連
結
す
る
鋼
製

の
構
造
部
材
を
建
て
込
ん
で
、
本
体
壁
と

す
る
工
法
だ
。
従
来
は
仮
設
の
土
留
壁
を

施
工
す
る
た
め
、
本
体
と
離
れ
た
位
置
に

土
留
壁
を
施
工
し
て
い
た
。
今
回
は
土
留

壁
を
本
体
壁
に
す
る
た
め
、
建
設
用
地
幅

を
縮
小
で
き
る
。

　

地
下
１
階
へ
降
り
る
と
、
横
浜
市
営
地

下
鉄
新
横
浜
駅
の
躯
体
が
見
え
た
。
開
業

時
に
は
こ
こ
が
乗
り
換
え
コ
ン
コ
ー
ス
と

な
る
予
定
だ
。
Ｓ
Ｔ
線
の
ホ
ー
ム
は
、
地

下
４
階
に
あ
る
。
機
構
が
発
注
し
て
い
る

東
西
部
分
は
、
部
分
的
な
が
ら
既
に
２
面

３
線
の
ホ
ー
ム
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

　
「
や
っ
と
ホ
ー
ム
が
で
き
て
き
て
、
駅
ら

し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
横
浜
市
交
通
局

さ
ん
が
発
注
さ
れ
て
い
る
中
央
部
分
は
、

地
下
鉄
と
交
差
す
る
た
め
ど
う
し
て
も
手

間
が
か
か
り
ま
す
が
、
土
木
工
事
が
完
成

次
第
、
ホ
ー
ム
を
延
ば
し
ま
す
。
羽
沢
ト

ン
ネ
ル
と
合
わ
せ
、
こ
こ
が
頑
張
り
ど
こ

ろ
で
す
ね
」

　

金
子
所
長
が
笑
っ
た
。
新
横
浜
鉄
道

建
設
所
の
オ
フ
ィ
ス
も
、
こ
こ
か
ら
歩
い

て
す
ぐ
の
場
所
に
あ
る
。
市
民
か
ら
Ｓ
Ｔ

線
に
期
待
す
る
声
も
よ
く
聞
か
れ
る
と
言

う
。

地下１階中央部。奥に見える函が横浜市営地下鉄ブルーライ
ンの躯体だ

環状 2号線に沿って駅の構築が進む新横浜駅前

ホーム階の起点方。羽沢トンネルのシールドマシンは褄壁ま
で到達し、この筒状の構造体を解体してカッターヘッドを搬
出する。この直下に排水ピットとなる空洞があるため、構造
体は横向きに支えられている

駅らしい姿になってきた新横浜駅（仮称）。ホーム奥に見えるH鋼は地上
の覆工板を支えており、頂版が完成次第撤去される

　
「
い
た
だ
く
期
待
の
声
が
、
と
て
も
具

体
的
な
の
で
す
。『
菊
名
乗
り
換
え
が
な

く
な
れ
ば
、
私
の
通
勤
は
こ
れ
だ
け
便
利

に
な
る
の
で
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
』
と

い
う
よ
う
に
。
し
っ
か
り
し
た
鉄
道
を
作

る
こ
と
で
、
鉄
道
を
ご
利
用
さ
れ
る
方
々

が
確
か
に
便
利
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
」

　

Ｓ
Ｔ
線
が
完
成
す
れ
ば
、
相
鉄
沿
線

は
都
心
と
横
浜
直
結
の
極
め
て
便
利
な
ま

ち
と
な
り
、
新
横
浜
は
東
京
・
横
浜
・
新

幹
線
と
、
あ
ら
ゆ
る
方
面
へ
の
交
通
結
節

点
と
な
る
。
横
浜
市
西
部
・
神
奈
川
県
央

部
が
生
ま
れ
変
わ
る
都
市
鉄
道
の
完
成
ま

で
、
今
が
ま
さ
に
正
念
場
だ
。



新横浜を、立ち寄りたくなるまちに
その思いが結実したオンリーワンの「ラー博」
株式会社新横浜ラーメン博物館
社長　岩岡 洋志さん

　JR新横浜駅の改札内には、新横浜ラー
メン博物館のギフトショップがある。全
国各地のラーメンを飛行機に乗らずに
食べに行ける「ラー博」は、今やすっ
かり新横浜の顔だ。
　そんなラー博を作り育てた岩岡洋志
さんは、生まれも育ちも新横浜。不動
産業を営む家庭で、このまちの発展を
半世紀以上見て来た人物である。
　「26歳で実家に戻った昭和60年頃、
新横浜は“新幹線に乗り換える所”に過
ぎなかったのが、悔しかったのです」
　時はバブル期。新横浜にも続々とオ
フィスビルが建ち始めていたが、商店
街のにぎわいといった界隈性はほとん
どなかった。
　「その新横浜をわざわざ来たくなるま
ちにしたいと、地元の地権者2世や実
業家とともに、アイデアを交換していま
した。その中で私は、誰もが子どもの
頃から親しみ、地域性を持つ料理であ
るラーメンに注目したのです」
　当時は、今ほどご当地ラーメンが注
目されていなかった時代。各地のラー
メンを食べ歩き、その多様性に驚いた。
しかも、老舗といわれる店には「戦後
の食糧難から、1杯で満足できて栄養
価も高い料理として行き着いた」といっ
たストーリーがある。これは、単なるレ
ジャー施設ではなく、文化をしっかりと

次世代に伝えていく価値があるはずだ。
　そう考えた岩岡さんは、平成 6年、
新横浜駅から徒歩5分の立地に、日本
初の本格的フードミュージアムである
新横浜ラーメン博物館をオープンした。
採算性を心配する周囲の声をよそに、
ラー博はオープンと同時に大ヒット。電
車が新横浜駅に着くたびに人の波が押
し寄せ、初年度は年間入場者数150万
人を記録した。
　それから25年余り。これからのラー
博は全国のラーメンを「紹介」する施
設から、ラーメンを「語り継ぐ」施設へ
進化しようとしている。令和元年には
1階を増床し、「青竹打ち」の製麺体験
スペースをオープン。全国のラーメン
に関する文献資料の蒐集も進めている。
ラーメンに関することならなんでも分
かり、体験できて、実際に食べられも
するミュージアムが目標だ。
　そんな岩岡さんは、もちろん新横浜
を経由する相鉄・東急直通線に期待し
ているが、単に便利になるだけではま
ちは発展しないと語る。
　「便利なだけでは、最後は東京に勝て
ません。特に用事はないけど立ち寄り
たい、お金をあまり使わなくても豊かな
時間を過ごせる、そんなまちを育てた
いですね」
　現在は町内会とともに、まちを花と

緑で彩り道案内の役割も果たすグリー
ンポールの整備に協力している。老舗
の商店街に人が集まるように、相鉄・
東急直通線を利用する人が、ふらりと
降りて散策したくなるまち。それが、岩
岡さんが思い描く次の新横浜だ。
　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊　＊
新横浜ラーメン博物館
アクセス：新横浜駅から徒歩 5分
入  館 料：380円
          　　（小・中・高校生、60歳以上 100円）
営業時間：11:00 ～ 22:00
               （土曜～ 22:30、日曜 10:30 ～）
休  館 日：12月 31日、1月 1日
問い合わせ：☎ 045-471-0503

「KOSÉ新横浜スケートセンター」
開放的な国際規格のリンクで
アイススケートを
　60m×30mの国際規格のリンクでフィ
ギュアスケートの大会が開催されるほか、
１年を通じてアイススケートを楽しめる。
アクセス：新横浜駅から徒歩 5分
一般滑走
営業時間／休館日：シーズンや催事など
により異なる
滑走料：大人 1,250 円（貸靴料 650円）、
中学生以下 750円（貸靴料 450円）
問い合わせ：☎ 045-474-1112（10:00
～ 18:00）

「横浜アリーナ」
オープン30年を超えた
総合イベントアリーナ
　コンサートや式典、バレーボールをはじ
めとするスポーツなどさまざまなイベント
が催される、最大１万 7,000 人収容のホー
ル施設。200 人規模のライブハウス「新
横浜NEW SIDE BEACH!!」と音楽スタ
ジオ「Studio MUGIC」もあり、多彩な
イベントに対応している。
アクセス：新横浜駅から徒歩 5分
問い合わせ：☎ 045-474-4000

Intervie
w

新横浜
エリア
◀紹介▶
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「日産スタジアム」
さまざまな運動施設が集まるスポーツの殿堂
　サッカーワールドカップとラグビーワールドカップの決勝の舞台と
なった、新横浜公園の中核施設。Jリーグ横浜 Fマリノスの本拠地と
しても知られる。新横浜公園内には遊具広場やドッグランなどがあり、
ウォータースライダーが人気の新横浜ウォーターパークも。
アクセス：新横浜駅から徒歩 13分
問い合わせ：☎ 045-477-5000（横浜市体育協会・管理 JV共同事業体）
●日産ウォーターパーク（令和 2年 2月 28日まで休業中）
営業時間：9:00 ～ 21:00（日曜・祝日～ 17時、入館は閉館の１時間
前まで）季節による変動あり。休館日：第 3火曜日、1～ 3月の第 4
火曜日（祝日の場合は営業）、年末年始
入場料：１時間 500 円（延長 30分ごと 200円）、13歳未満１時間
250円（延長 30分ごと 100円）

ワーキング

レポート

昭和 30 年代の懐かしいまち並みを再現した
地下 1～ 2階。ラーメン店の多くは数年で入
れ替わり、新しい味との出会いがある

オープン時には長蛇の列ができた

写真提供：PIXTA 写真提供：PIXTA 写真提供：新横浜プリンスホテル



鉄道・運輸機構だよりNo.64 2020 Winter 20

浜松市の南北を走る遠州鉄道は、
車体が赤いことから、昔から“赤電”と呼ばれている。
開通から110年、その歴史は有為転変だが、
17.8㎞を走る単線鉄道として
通勤や通学、観光などの足として利用されている。

■遠州鉄道路線図

徳川家康が17年間在城した浜松城

車体が赤いことから、“赤電”と呼ばれ、親しまれている

❖
市
民
に
親
し
ま
れ
る
〝
赤
電
〞　

　

新
幹
線
浜
松
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
出
口

ま
で
の
通
路
に
は
、
浜
松
の
産
業
を
象
徴

す
る
河
合
楽
器
と
ス
ズ
キ
自
動
車
の
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
が
並
ん
で
い
た
。
さ
ら
に
遠
州

鉄
道
の
新
浜
松
駅
ま
で
、
わ
ず
か
な
距
離

だ
が
、
林
立
す
る
ビ
ル
の
中
を
歩
く
。
高

架
化
さ
れ
た
新
浜
松
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
っ

た
時
、
新
幹
線
と
単
線
電
車
を
結
ぶ
空
間

の
雰
囲
気
に
、
な
ん
と
も
不
思
議
な
感
覚

に
襲
わ
れ
た
。

　

遠
州
鉄
道
の
愛
称
は
遠え
ん
て
つ鉄
。
昔
か
ら
、

市
民
の
誰
か
ら
も
〝
赤
電
〞
と
呼
ば
れ
親

し
ま
れ
て
い
る
。
車
両
は
全
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
、
そ
の
塗
色
は
赤
色
が
基
本
。
最
新

２
０
０
０
形
は
レ
ッ
ド
に
白
と
グ
レ
ー
を

あ
し
ら
っ
て
い
る
が
、
利
用
者
は
「
あ
く

ま
で
〝
赤
電
〞」
と
、
全
く
意
に
介
さ
な
い
。

近
ご
ろ
は
フ
ル
ラ
ッ
ピ
ン
グ
の
「
青
電
」
や

遠 州 鉄 道 地方鉄道を訪ねて  
【静岡県】

寄稿

西鹿島
岩水寺

芝本

小松
西ヶ崎
積志

さぎの宮
自動車学校前

上島
曳馬
助信
八幡

遠州病院
第一通り

小林

浜北
美薗中央公園

新浜松

遠州鉄道

東海道新幹線

天竜浜名湖鉄道

JR東海道本線
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■遠州鉄道株式会社
〈会社概要〉
●本　　社　〒 430-8655
　　　　　　静岡県浜松市中区旭町 12-1
●創　　立　昭和 18（1943）年 11月 1日
●営業開始　明治 42（1909）年 3月 3日
●払込資本　38億円
●株　　主　一般（2,576 株）　85.58％
●代 表 者　取締役社長　斉藤　薫
●従業員数　2,024 名
　　　　　　（平成 31年 3月 31日現在）
〈路　　線〉
●営業区間　新浜松・西鹿島間 17.8㎞
　　　　　　（全線単線電化）
●駅　　数　18駅（うち無人は 9駅）
●車 両  数　2両 14編成　

■鉄道・運輸機構の助成実績
〈主な助成事業〉
●鉄道駅総合改善事業費補助　平成 28年度
●駅改良およびバリアフリー化

寄稿　  地方鉄道を訪ねて　【静岡県】遠州鉄道

J R 浜松駅前

八幡駅付近の高架橋。
左に見えるビルはヤマハ本社

ラッピングされた“赤電”と車内

終点の西鹿島駅 朝のラッシュ時の新浜松駅

か
ら
の
乗
り
換
え
が
多
く
な
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
や
こ
れ
や
の
施
策
も
あ
り
ま
す

が
、
な
に
よ
り
〝
安
全
・
安
心
・
快
適
〞

と
い
う
鉄
道
本
来
の
姿
が
見
直
さ
れ
た
の

で
し
ょ
う
」
と
手
応
え
を
口
に
す
る
。
し

か
し
、ま
だ
ま
だ
満
足
は
し
て
い
な
い
。「
高

架
化
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
新
増
設
な
ど
、
乗
降
客
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
を
急
ぎ
た
い
」
と
気
を
引
き
締
め
る
。

「
緑
電
」、「
黄
電
」
も
登
場
し
、
華
や
か
さ

を
増
し
て
い
る
。

❖　
分
ヘッ
ド
の
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ

　

起
点
の
新
浜
松
駅
か
ら
終
点
の
西
鹿
島

駅
ま
で
の
所
要
時
間
は
32
分
。
こ
の
間
の

駅
数
は
18
。
工
業
都
市
・
浜
松
市
内
を
走

る
唯
一
の
鉄
道
路
線
だ
。
な
に
よ
り
も
利

用
者
に
評
判
な
の
は
、
起
終
点
両
駅
で
の

昼
間
時
発
車
タ
イ
ム
が
０
、
12
、
24
…
…

の
12
分
お
き
に
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
。
も
ち

ろ
ん
、朝
夕
ラ
ッ
シ
ュ
時
は
増
発
し
て
い
る
。

加
え
て
催
事
に
合
わ
せ
て
２
両
編
成
を
４

両
編
成
に
組
み
替
え
る
こ
と
も
い
と
わ
な

い
。
あ
く
ま
で
も
利
用
者
本
位
、
住
民
が

揃
っ
て〝
赤
電
〞と
親
し
ん
で
い
る
背
景
だ
。

　

12
分
ヘ
ッ
ド
と
い
う
パ
タ
ー
ン
ダ
イ
ヤ

は
、
新
浜
松
・
上
島
付
近
ま
で
の
区
間
を

２
期
に
分
け
て
進
め
た
高
架
化
工
事
の
完

成
に
よ
っ
て
実
現
し
た
。
沿
線
を
管
理
運

営
す
る
の
は
西
ヶ
崎
駅
構
内
に
あ
る
遠
州

鉄
道 

鉄
道
営
業
所
。

　

山
本
賢
人
所
長
は
「
今
年
度
の
利
用
者

も
１
千
万
人
以
上
の
見
込
み
。
３
年
連
続

の
１
千
万
人
突
破
で
す
。
少
子
高
齢
化
の

時
代
で
す
が
、
分
か
り
や
す
い

ダ
イ
ヤ
に
加
え
、
で
き
る
だ
け

利
用
者
の
気
持
ち
に
お
応
え
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

最
近
は
自
転
車
や
マ
イ
カ
ー

12遠州鉄道 鉄道営業所の
山本賢人所長

遠州鉄道 鉄道営業所 
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❖
天
浜
線
と
の
連
携
で

　

観
光
客
も
利
用

　

沿
線
に
大
き
な
観
光
地
は
な
い
。
そ
れ

で
も
観
光
客
の
利
用
が
目
に
つ
く
。
終
点

の
西
鹿
島
駅
は
、
観
光
地
が
散
在
す
る
他

社
線
の
天
竜
浜
名
湖
線
（
愛
称
・
天て
ん
は
ま浜
線
）

と
の
接
続
駅
。
そ
こ
で
同
線
に
も
乗
り
入

れ
で
き
る
共
通
１
日
フ
リ
ー
乗
車
券
も
用

意
さ
れ
て
い
る
。

　
〝
赤
電
〞
の
中
に
は
、
天
浜
線
沿
線
で
お

馴
染
み
の
女
城
主
・
井
伊
直な
お
と
ら虎
の
姿
を
描

い
た
も
の
も
あ
る
。
両
社
間
の
絆
の
一
つ
の

証
だ
が
、
利
用
者
の
利
便
向
上
に
よ
っ
て
、

地
域
活
性
化
に
役
立
って
い
る
に
違
い
な
い
。

　
❖
八
幡
駅
を
挟
む
ヤ
マ
ハ
と
八
幡
宮

　

沿
線
誘
客
の
目
玉
に
な
る
も
の
が
、
八

幡
駅
を
挟
ん
で
並
ん
で
い
た
。
西
側
に
あ
る

ヤ
マ
ハ
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
ロ
ー
ド
」
と
東
側
の
浜
松
八
幡
宮
だ
。

　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ロ
ー
ド
に
は
、「
見
て
・

聴
い
て
・
触
れ
て
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
ピ

ア
ノ
、
バ
イ
オ
リ
ン
な
ど
８
０
０
種
類
の

楽
器
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
楽
器
を
分
解

し
て
製
作
工
程
を
示
す
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

家
族
連
れ
が
興
味
津
々
の
様
子
。
傍
ら
で

は
楽
器
体
験
で
音
色
を
楽
し
む
人
た
ち
も
。

若
い
人
た
ち
や
外
国
人
観
光
客
の
姿
が
続

い
て
い
た
。

　

浜
松
八
幡
宮
は
、
徳
川
家
康
ゆ
か
り
の

神
社
。
境
内
の
〝
雲く
も
だ
ち立
の
ク
ス
〞
は
高
さ

約
15
ｍ
、
枝
張
り
約
20
ｍ
四
方
と
い
う
ク

ス
の
巨
木
。
武
田
方
と
の
三
方
ヶ
原
合
戦

の
折
、
家
康
が
身
を
潜
め
て
難
を
逃
れ
た

ご
神
木
だ
。

　

八
幡
宮
手
前
に
は
、
こ
の
辺
り
で
は
珍
し

い
洋
風
建
造
物
の
遠
鉄
シ
リ
コ
ン
整
流
器
が

あ
る
。「
こ
れ
も
含
め
て
八
幡
駅
は
観
光
客

誘
致
の
一
押
し
駅
で
す
」
と
澤
井
孝
光
鉄
道

営
業
所
副
所
長
は
Ｐ
Ｒ
を
忘
れ
な
い
。

❖
沿
線
に
も
名
所
が

　

美
薗
中
央
公
園
駅
前
に
続
く
公
園
は
桜

の
名
所
。
岩が
ん
す
い
じ

水
寺
駅
か
ら
徒
歩
15
分
の
、

駅
名
の
由
来
と
な
っ
た
岩
水
寺
は
高
野
山

真
言
宗
別
格
本
山
。
天
竜
川
の
龍
神
を
刻

む
地
蔵
様
は
国
指
定
文
化
財
。
西
鹿
島
駅

で
遠
鉄
グ
ル
ー
プ
の
バ
ス
に
乗
り
換
え
れ

ば
、
全
国
に
知
ら
れ
る
秋
葉
山
本
宮
秋
葉

神
社
や
明
治
期
の
日
本
画
家
・
秋
野
不ふ

く矩

美
術
館（
現
在
は
休
館
中
）も
訪
ね
ら
れ
る
。

❖
軽
便
鉄
道
王
・
雨
宮
も
絡
む

　

鉄
道
史

　

西
ヶ
崎
駅
構
内
に
、
開
業
１
１
０
年
の

歴
史
の
歩
み
を
感
じ
さ
せ
る
ホ
キ
車
と
電

気
機
関
車
が
留
置
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
、
遠
鉄
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て

み
よ
う
。
浜
松
の
有
力
者
が
、
秋
葉
本
宮

「イノベーションロード」入口

ヤマハの「イノベーションロード」には 800 種類もの楽器
が展示されている

安産・子育て・厄除け・開
運に御利益があるとして厚
い信仰を集めている岩水寺

西ヶ崎駅構内に
留置されている
大正 14（1925）
年製の電気機関
車 ED282

遠鉄シリコン整流器

岩水寺駅
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　1年ほど前から上島駅で友の会メンバーに
よる写真展を開催している。「高架化工事完
成で駅コンコースが広くなった。この機会に
お客様に一呼吸おいていただく時間のために
どうだろうか」という提案を遠鉄から受け、
それに応える形で始められた。
　作品の対象は遠鉄ばかりではなく、沿線外
にも及ぶ。年に4回程度のペースで続けて
おり、着実にファンを増やしているという。
写真展を目にした人は“赤電”を楽しむほか
に、遠方の話題にも触れられる。増田さんた
ちの趣味の世界と遠鉄の利用者の思いが結
ばれたに違いない。
　さらに「談笑のチャンスが生まれれば、駅
はもちろん、駅周辺の雰囲気にもホットなも
のを感じさせるようになるでしょう」と期待
感を膨らませる。
　遠鉄の前身の中に浜松軽便鉄道奥山線が
ある。バスの勢いに負けて昭和39（1964）
年に廃止されたが、浜松城下の路線跡は今
ではサイクリングロードを兼ねた遊歩道とし
て残っている。増田さんたちはコース案内を
幾度も重ねながら、単なる懐古趣味に終わら
せず、遠鉄の歴史を通して今ある“赤電”の
存在感を思い起こさせているという。

　そこで他の廃止線の中ノ町線、笠井線、西
遠鉄道と合わせた４路線巡りツアーを企画し
てはどうかと話を切り出すと「どの廃止線跡
もルートをはっきり見つけ出せないほど変貌
してしまった。ツアーを仕組むのは不可能で
す」との答え。
　それでも遠鉄沿線にはまだ隠れた名所旧
跡や見所、楽しみどころだとかがあるはずだ
と、「まずはそれらをピックアップしてみて
はどうだろう」と前向きの発言が続いた。

S
upporter's V

oice

サポーター
の

声

秋
葉
神
社
や
天
竜
川
に
通
じ
る
二
俣
街
道

へ
の
軽
便
鉄
道
敷
設
を
本
格
的
に
計
画
し

た
の
は
明
治
の
半
ば
。
１
度
挫
折
し
た
が
、

明
治
40
（
１
９
０
７
）
年
に
、
あ
の
軽
便

鉄
道
王
・
雨
宮
敬
次
郎
が
社
長
の
浜
松
鉄

道
が
設
立
さ
れ
た
。
同
社
は
遠
州
鉄
道
の

前
身
で
、
明
治
42
（
１
９
０
９
）
年
３
月

に
中
ノ
町
線
、
馬
込
・
中
ノ
町
間
が
開
業

し
た
。
次
い
で
同
年
12
月
に
は
現
在
の
鉄

道
線
で
あ
る
鹿
島
線
、
浜
松
・
鹿
島
間
が

開
業
し
た
。
当
時
は
蒸
気
機
関
車
で
片
道

１
時
間
20
分
か
か
っ
た
と
い
う
。
翌
年
の

３
月
、
中
ノ
町
線
は
延
伸
、
鹿
島
線
と
板

屋
町
で
接
続
し
た
。

　

さ
ら
に
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
４

月
、
西
ヶ
崎
を
起
点
に
し
た
笠
井
線
が
開

浜松城の徳川家康像

旧奥山線、亀山トンネル内に
ある当時の写真（上）
旧奥山線、亀山トンネルの東
側出入口（左）

業
、
折
か
ら
の
第
１
次
世
界
大
戦
を
背
景

に
、
産
出
さ
れ
る
鉱
石
な
ど
の
貨
物
輸
送

が
盛
ん
に
な
っ
た
。
現
在
、
西
ヶ
崎
駅
構

内
に
あ
る
ホ
キ
車
は
そ
の
名
残
。
大
正
12

（
１
９
２
３
）
年
４
月
に
は
浜
松
・
奥
山
間
、

翌
13
年
７
月
に
は
西せ
い
え
ん遠
鉄
道
、
貴
布
祢
・

宮
口
間
が
そ
れ
ぞ
れ
開
通
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
路
線
は
企
業
合
併
な
ど
を

繰
り
返
し
、
や
が
て
廃
止
。
残
っ
た
の
が

遠
州
鉄
道
、
新
浜
松
・
西
鹿
島
間
の
単
線

17
・
８
㎞
の
み
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し

か
し
、
こ
の
間
の
鉄
道
と
バ
ス
共
存
共
栄

を
め
ぐ
る
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
な
激
し
い
動
き

は
、
現
在
の
浜
松
市
と
そ
の
一
帯
の
発
展

の
礎
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　

  （
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
　
平
野
雄
司
）

寄稿　  地方鉄道を訪ねて　【静岡県】遠州鉄道

鉄道友の会静岡支部 
支部長 増田　昭 さん

浜松八幡宮の本殿

雲立のクス
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第
17
回
技
術
研
究
会
を
令
和
元
年
10

月
16
日
（
水
）、
17
日
（
木
）
に
メ
ル
パ

ル
ク
横
浜
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

　

本
研
究
会
は
、
鉄
道
建
設
に
係
る
全

国
的
な
唯
一
の
公
的
技
術
者
集
団
と
し

て
、
職
員
の
技
術
力
の
維
持
・
向
上
を

図
る
た
め
、
当
機
構
の
全
国
の
技
術
者

が
技
術
開
発
成
果
、
技
術
課
題
克
服
へ

の
取
組
み
等
を
報
告
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

用
地
、土
木
（
橋
り
ょ
う
、ト
ン
ネ
ル
）、

軌
道
、
調
査
、
建
築
、
機
械
、
電
気
の

各
部
門
合
わ
せ
て
11
件
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
講
演
内
容
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

第17回  技術研究会を開催

シ
ョ
ン
、
質
疑
応
答
に
つ
い
て
審
査
し
、

優
秀
な
講
演
に
対
し
て
表
彰
を
行
い
ま

し
た
。

　

特
別
講
演
は
、「
海
外
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
務
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
㈱
オ

リ
エ
ン
タ
ル
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
グ
ロ
ー

バ
ル　

イ
ン
ド
現
地
法
人　

取
締
役
会

長　

阿
部
玲
子
様
に
ご
講
演
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

聴
講
者
は
２
日
間
で
延
べ
６
７
２
名

に
も
及
び
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
機
構
で
は
今

後
と
も
、
技
術
研
究
会
を
通
じ
て
、
当

機
構
の
鉄
道
建
設
に
係
る
取
り
組
み
等

を
ご
報
告
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
回
の
受
賞
者
は
下
記
の

と
お
り
で
す
。

◎ 弾性まくらぎ埋込形軌道スラブの開発
九州新幹線建設局　軌道課　曾我　周作

◎ 有姿分譲を含む国土調査済の土地の筆界未定解消
北海道新幹線建設局　用地第三課　佐藤　匠

◎ 整備新幹線の工事用機械の導入経緯と改良
―九州新幹線、北陸新幹線―
東京支社　設備部　機械第二課　佐藤　雄太

◎ 盤膨れが懸念される地山における
    インバート対策
―北陸新幹線、加賀トンネル―
大阪支社　工事第二部　工事第三課　今林　泰史　

◎ 用地幅が確保困難な停車場・橋上駅部の
    施工計画
―九州新幹線、諫早駅―
九州新幹線建設局　諌早鉄道建築建設所　金澤　和誉

最優秀賞

優秀賞

特別講演の様子

小島副理事長と受賞者5名

講演者との集合写真

講演の様子
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青空のもと、村上嬉野市長による開会のあいさつ 北海道新幹線と機構をPR

にぎわう機構
ブース

新幹線レールの模型展示

九州新幹線（武雄温泉・長崎間）
レールウォーク（嬉野市）

九州新幹線建設局

鉄道フェスティバルin北海道
北海道新幹線建設局

　

令
和
元
年
11
月
10
日
（
日
）
に
九
州

新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
（
武
雄
温
泉
・

長
崎
間
）
に
お
い
て
一
部
敷
設
が
完
了

し
た
レ
ー
ル
の
上
を
一
般
市
民
の
方
々

に
歩
い
て
い
た
だ
く
、
レ
ー
ル
ウ
ォ
ー

ク
イ
ベ
ン
ト
が
佐
賀
県
嬉
野
市
内
に
て

同
市
主
催
の
も
と
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
嬉
野
温
泉
駅
高
架
橋

上
に
当
日
集
ま
っ
た
参
加
者
は
、
小
さ

な
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
総
勢
４
０
０

名
。
九
州
新
幹
線
建
設
局
か
ら
も
綿
貫

局
長
以
下
、
工
事
を
担
当
す
る
武
雄
土

木
・
軌
道
・
建
築
建
設
所
職
員
を
は
じ

め
と
し
た
多
数
の
職
員
が
現
地
へ
と
向

か
い
、
会
場
の
案
内
や
新
幹
線
工
事
の

説
明
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

現
地
で
は
参
加
者
の

方
々
が
思
い
思
い
に
写

真
を
撮
影
し
た
り
、
機

構
職
員
へ
質
問
を
す
る

な
ど
、
一
般
市
民
の
新

幹
線
工
事
へ
の
関
心
の

高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

レールウォークへ出発！

足もとを見ながらゆっくりと…

工事用車両に興味津々

　

令
和
元
年
10
月
12
日
（
土
）、
札
幌
駅

南
口
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
お
い
て
、「
鉄
道

の
日
」
北
海
道
実
行
委
員
会
主
催
に
よ

る
第
26
回
「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン

ト
鉄
道
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
in
北
海
道
が

開
催
さ
れ
、
北
海
道
新
幹
線
建
設
局
も

ブ
ー
ス
出
展
に
よ
り
参
加
し
ま
し
た
。

　

台
風
の
影
響
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま

れ
ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、

開
場
前
か
ら
多
く
の
鉄
道
フ
ァ
ン
や
家

族
連
れ
で
長
蛇
の
列
が
で
き
て
お
り
、

機
構
ブ
ー
ス
へ
も
開
場
と
同
時
に
多
く

の
方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

機
構
ブ
ー
ス
に
お
い
て
は
、「
新
幹
線

レ
ー
ル
の
模
型
」や「
説
明
パ
ネ
ル〈
機

構
紹
介
、
北
海
道
新
幹
線
路
線
図（
新

函
館
北
斗
・
札
幌
間
）等
〉」
の
展
示
と

「
映
像
（
機
構
事
業
概
要
、
青
函
ト
ン
ネ

ル
工
事
記
録
等
）」
を
上
映
す
る
と
と
も

に
、
北
海
道
新
幹
線
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
お

よ
び
機
構
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
配
布
し
、

北
海
道
新
幹
線
と
機
構
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い

ま
し
た
。
ご
来
場
の
方
々
か
ら
北
海
道

新
幹
線
新
函
館
北
斗
・
札
幌
間
の
開
業

時
期
や
新
駅
設
置
場
所
に
関
す
る
質
問

が
数
多
く
寄
せ
ら
れ
、
地
元
の
方
々
の

北
海
道
新
幹
線
へ
の
関
心
や
期
待
を
肌

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
全
体
で
は
、
毎
年
人
気
の

H
５
系
は
や
ぶ
さ
の
ミ
ニ
新
幹
線
乗
車

コ
ー
ナ
ー
や

ふ
わ
ふ
わ
遊

具
コ
ー
ナ
ー

が
今
回
も
設

置
さ
れ
、
多

く
の
お
子
様

の
笑
顔
を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
各
出

展
者
に
よ
る
ビ
ン
ゴ
や
ク
イ
ズ
大
会
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
記
念
撮
影
会
な
ど

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　

令
和
初
の
開
催
と
な
っ
た
今
回
も

「
鉄
道
の
日
」
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
大
盛

況
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

ミニ新幹線乗車コーナー
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ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
９
開
催

　

全
国
の
島
々
が
集
ま
る
祭
典
「
ア
イ

ラ
ン
ダ
ー
２
０
１
９
」
が
、
11
月
23
日

（
土
）〜
24
日（
日
）の
２
日
間
に
わ
た
り
、

池
袋
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
シ
テ
ィ
文
化
会
館

に
て
開
催
さ
れ
、
当
機
構
も
日
本
旅
客

船
協
会
の
ブ
ー
ス
の
一
部
を
お
借
り
し

て
出
展
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
（
主
催
：
国
土
交
通

省
／
公
益
財
団
法
人
日
本
離
島
セ
ン

タ
ー
）
と
は
、年
に
１
度
の
〝
島
の
祭
典
〞

と
し
て
、
全
国
の
島
が
一
体
と
な
っ
て
、

島
の
自
然
・
歴
史
・
文
化
・
生
活
な
ど

の
す
ば
ら
し
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
交
流

人
口
の
拡
大
、
移
住
・
定
住
の
促
進
を

図
り
、
離
島
地
域
の
活
性
化
を
目
的
と

す
る
離
島
と
都
市
と
の
交
流
事
業
で
あ

り
、
本
年
で
27
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

当
機
構
は
、
ア
イ
ラ
ン
ダ
ー
に
出
展

す
る
離
島
の
方
（々
地
方
公
共
団
体
）に
、

共
有
建
造
制
度
の
Ｐ
Ｒ
を
行
う
と
と
も

に
、
一
般
の
来
場
者
の
皆
様
に
も
当
機

構
を
よ
り
よ
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

２
０
１
３
年
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
が
、

３
年
前
か
ら
は
毎
年
、
共
有
事
業
者
よ

り
船
舶
模
型
を
お
借
り
し
て
展
示
し
て

い
ま
す
。
本
年
は
瀬
戸
内
海
汽
船
㈱
様

よ
り
、７
月
に
竣
工
し
た
共
有
船
「
シ
ー

パ
セ
オ
」
の
模
型
を
お
借
り
し
ま
し
た
。

本
船
は
２
０
１
９
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ

ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
を
受
賞
す
る
な
ど

デ
ザ
イ
ン
性
に
優
れ

て
お
り
、
細
部
に
わ

た
り
忠
実
に
作
ら
れ

た
船
舶
模
型
の
注
目

度
は
高
く
、
お
子
様

は
も
ち
ろ
ん
、
離
島

や
船
旅
好
き
な
大
人

の
方
に
も
大
変
好
評

で
、
対
応
す
る
機
構

職
員
に
さ
ま
ざ
ま
な

質
問
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
ポ
ス
タ
ー
を
掲

示
す
る
等
、
当
機
構

の
共
有
建
造
制
度
に

つ
い
て
広
く
知
っ
て

い
た
だ
く
貴
重
な
時

間
と
な
り
ま
し
た
。

共
有
船
舶
建
造
支
援
部　

建
造
促
進
課

にぎわうブース内

会場内の様子

共有船「シーパセオ」の模型

小学生の質問に答える機構職員
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シ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
は
、

公
益
社
団
法
人
日
本
船
舶
海
洋
工
学
会

が
授
賞
す
る
も
の
で
、
毎
年
日
本
で
建

造
さ
れ
た
話
題
の
船
舶
の
中
か
ら
、
技

術
的
・
芸
術
的
・
社
会
的
に
優
れ
た
船

に
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。
１
９
９
０
年

か
ら
開
始
さ
れ
29
回
目
と
な
る
今
年
は

合
計
９
隻
が
選
考
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

　

今
回
受
賞
し
た
共
有
船
「
さ
ん
ふ
ら

わ
あ　

さ
つ
ま
」
は
、
大
阪
〜
志
布
志

航
路
に
就
航
し
た
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
で
、

共
有
事
業
者
の
㈱
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
、
建
造
造
船
所
の
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ

ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
㈱
、
当
機
構
の
共
同

申
請
で
、
シ
リ
ー
ズ
船
「
さ
ん
ふ
ら
わ

あ　

き
り
し
ま
」
と
と
も
に
、
シ
ッ
プ
・

オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
８
の
大
型

客
船
部
門
に
応
募
し
、
昨
年
４
月
４
日

に
学
会
所
属
の
技
術
専
門
家
か
ら
成
る

予
備
審
査
委
員
会
を
経
て
本
選
考
委
員

会
に
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

　

候
補
船
の
発
表
会
・
選
考
会
は
、
５

月
13
日
に
明
治
記
念
館
（
東
京
都
港
区
）

で
開
催
さ
れ
、
一
般
参
加
者
も
多
数
聴

講
す
る
中
、
各
応
募
船
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
熱
心
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
別
室

に
て
選
考
委
員
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
前
の
予
備
審
査

委
員
会
で
の
審
査
結

果
（
技
術
の
独
創
性
・

革
新
性
、
技
術
・
作

品
の
完
成
度
、
社
会

へ
の
波
及
効
果
、
話

題
性
・
ア
ピ
ー
ル

度
）
や
コ
メ
ン
ト
を

参
考
と
し
、
発
表
会

で
の
プ
レ
ゼ
ン
内
容

や
質
疑
を
も
と
に
選

考
が
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
の
結
果
、「
さ

ん
ふ
ら
わ
あ　

さ
つ

ま
」
は
、
非
日
常
の

シップ・オブ・ザ・イヤー受賞風景

共
有
船
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ 

さ
つ
ま
」

シ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
８
大
型
客
船
部
門
賞
受
賞

ト ピ ッ ク ス
J R T T  T O P I C S

船
旅
を
楽
し
め
る
よ
う
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
を
用
い
た
エ
ン
ト

ラ
ン
ス
を
は
じ
め
、
ゆ
と
り
の
あ
る
パ

ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
や
「
く
つ
ろ
ぎ

の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
空
間
」
を
充
実
さ
せ

て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
推
進
シ
ス
テ
ム

に
は
、
二
重
反
転
プ
ロ
ペ
ラ
と
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
推
進
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
高

い
省
エ
ネ
性
能
と
操
船
性
を
両
立
さ
せ

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
大
型
客
船
部
門

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

授
賞
式
は
、
７
月
12
日
に
日
本
マ
リ

ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
会
お
よ
び
日

本
航
海
学
会
の
表
彰
と
と
も
に
、
海
事

三
学
会
合
同
表
彰
式
と
し
て
海
運
ク
ラ

ブ
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
当
機
構
か

ら
は
佐
々
木
理
事
長
代
理
が
出
席
し
、

共
同
申
請
者
の
㈱
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
、
ジ
ャ
パ
ン
マ
リ
ン
ユ
ナ
イ
テ
ッ

ド
㈱
の
出
席
者
と
と
も
に
、
受
賞
の
盾

お
よ
び
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

シ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
の
当

機
構
共
有
船
の
受
賞
は
、
１
９
９
４
年

の
高
速
カ
ー
フ
ェ
リ
ー
「
は
や
ぶ
さ
」

（
当
時
は
船
舶
整
備
公
団
）
を
皮
切
り

に
、
今
回
が
11
回
目
の
受
賞
と
な
り
ま

す
。

「さんふらわあ　さつま」外観
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集合写真

　

令
和
元
年
７
月
26
日
（
金
）
に
、
船

舶
建
造
に
関
す
る
調
査
お
よ
び
研
究
に

つ
い
て
の
連
携
を
強
化
す
る
た
め
、
当

機
構
と
一
般
財
団
法
人
日
本
造
船
技
術

セ
ン
タ
ー
と
の
間
で
包
括
的
連
携
協
定

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

国
内
物
流
の
４
割
強
、
特
に
産
業
基

礎
物
資
輸
送
で
は
８
割
を
担
う
内
航
海

運
に
と
っ
て
、
昨
今
の
環
境
対
策
、
省

エ
ネ
、
自
動
化
等
に
関
す
る
新
技
術
の

導
入
は
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

関
係
者
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
や

研
究
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
機
構
は
、
共
有

船
舶
建
造
業
務
を
通
し
て
実
質
的
に
日

本
最
大
の
内
航
船
主
（
３
２
５
隻
保
有
：

11
月
末
現
在
）
の
立
場
に
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
関
連
す
る
新
技
術
の
導
入
や

課
題
の
解
決
に
資
す
る
調
査
研
究
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
S
Oｘ

等
の
環
境
規
制
や
電
気
推
進
等
動
力
源

の
多
様
化
に
よ
る
省
エ
ネ
に
関
す
る
調

査
研
究
を
実
施
し
て
お
り
、
元
々
有
し

て
い
る
共
有
船
舶
の
実
船
デ
ー
タ
に
加

え
、
こ
れ
ら
の
調
査
研
究
の
成
果
が
蓄

積
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
一
般
財
団
法
人
日
本
造
船
技

術
セ
ン
タ
ー
（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
）
は
、
古
く
は

逓
信
省
の
付
属
機
関
と
し
て
設
立
さ
れ
、

以
来
、
船
舶
に
関
す
る
研
究
開
発
に
一

貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、

特
に
、
模
型
を
使
っ
た
水
槽
試
験
に
よ

る
船
型
開
発
や
革
新
的
な
船
舶
の
設
計

に
定
評
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
海

外
へ
の
技
術
協
力
事
業
や
船
舶
技
術
に

関
す
る
総
合
的
な
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

事
業
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

当
機
構
は
、
こ
れ
ま
で
も
委

託
等
に
よ
っ
て
Ｓ
Ｒ
Ｃ
の
知
見

を
活
用
し
た
調
査
研
究
を
実

施
し
て
き
て
い
ま
す
が
、
動
力

源
の
多
様
化
や
自
動
化
等
の

新
技
術
に
関
し
て
、
よ
り
一
層

の
調
査
研
究
成
果
が
求
め
ら

れ
る
昨
今
の
状
況
を
踏
ま
え
、

双
方
の
強
み
を
活
か
し
た
よ
り

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
調
査

研
究
の
恒
常
的
な
実
施
体
制

を
構
築
す
る
た
め
、
こ
の
よ
う

な
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
協
定
が
目
的
と
す
る
双

方
の
強
み
の
相
乗
効
果
に
よ

り
、
内
航
海
運
事
業
者
の
皆

様
の
ご
期
待
に
応
え
る
調
査
研
究
成
果

を
今
後
も
目
指
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

鉄
道
・
運
輸
機
構
と
日
本
造
船
技
術
セ
ン
タ
ー
が
包
括
的
連
携
協
定
を
締
結

鉄道・運輸機構だよりNo.64 2020 Winter 28

当機構北村理事長（左）とSRC伊藤会長
による調印

包括的連携協定の締
結式終了後における
全体写真
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２
０
１
９
年
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
、「
内
航
船
舶
技
術
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」

を
全
国
５
カ
所
（
東
京
、
今
治
、
神
戸
、

福
岡
、
広
島
）
で
開
催
し
、
延
べ
２
２
７

社
３
５
４
人
が
参
加
す
る
な
ど
盛
況
の

う
ち
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
内
航
海
運
の
技
術

に
関
す
る
最
新
動
向
と
当
機
構
の
技
術

支
援
全
般
に
つ
い
て
、
幅
広
く
情
報
提

供
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。
今
年
度
は
、
業

界
の
関
心
が
高
い
「
S
O
x
規
制
強
化
へ

の
対
応
」、「
内
航
船
舶
の
省
エ
ネ
化
」
お

よ
び
「
内
航
船
舶
の
自
動
化
・
省
力
化

技
術
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ
を
選
定
し
、
当

機
構
の
最
新
の
取
組
み
に
つ
い
て
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
外
部
有
識
者
や
政
府

当
局
か
ら
も
最
新
情
報
を
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

特
に
、
２
０
２
０
年
１
月
よ
り
規
制

が
強
化
さ
れ
る
船
舶
か
ら
の
硫
黄
酸
化
物

（
S
O
x
）
排
出
規
制
対
策
に
つ
い
て
は
、

講
演
者
と
参
加
者
の
間
で
熱
心
な
質
疑

応
答
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
本
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

当
機
構
で
は
、
今
後
と
も
関
係
の
皆

様
に
内
航
海
運
に
関
す
る
最
新
の
技
術

動
向
や
、
そ
れ
に
関
連
し
た
当
機
構
の

取
組
み
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

発表内容

お問い合わせ先 お問い合わせ内容 電話番号 電子メール FAX番号

鉄道・運輸機構
共有船舶建造支援部

技術支援課 計画、建造中および竣工後の
テクニカルサポート 045-222-9123

ses1@jrtt.go.jp 045-222-9150技術企画課 技術調査、新技術の導入促進 045-222-9124
建造促進課 共有船の建造 045-222-9138

▶JRTTの技術支援
講演者：鉄道・運輸機構 
            共有船舶建造支援部長 麻岡 秀行
            同部担当部長  齋藤 徳篤

▶2020年からの
　IMO規制適合燃料油について
講演者：JXTGエネルギー (株) 中央技術研究所　
　　　　燃料研究所 燃料技術グループ
　　　   リードリサーチャー 渡邊 学

▶SOx規制強化の開始に向けて
講演者：国土交通省海事局 海洋・環境政策課
            環境渉外室
　　　　国際企画第二係長 下窪 尚也

▶JRTTのSOx規制対応
講演者：鉄道・運輸機構
            共有船舶建造支援部 技術企画課長 峰本 健正
            同部担当課長 阿部 真嗣

▶内航船省エネルギー格付制度
 講演者：国土交通省海事局 海洋・環境政策課
             調整係長 鈴木 貴惠
             同課 環境渉外室
　　　　 国際企画第二係長 下窪 尚也

▶ 先進二酸化炭素低減化船の基準変更
講演者：鉄道・運輸機構
            審議役 石川 洋一
            共有船舶建造支援部 技術企画課長 峰本 健正

▶水槽試験による船型開発
講演者：(株) 西日本流体技研
　　　　専務取締役 西本 仁

▶ 海事産業に係る自動化技術
講演者：(国研) 海上・港湾・航空技術研究所
            海上技術安全研究所 
            知識・データシステム系
　　　　系長 間島 隆博

▶ 電池推進船と自動化・省力化
講演者：鉄道・運輸機構
            共有船舶建造支援部 担当部長 土屋 岳彦
            同部担当課長 小田原 勝教
            同部技術支援課 課長補佐 亀田 健輔

下窪 尚也氏

渡邊 学氏

鈴木 貴惠氏

西本 仁氏

間島 隆博氏

神戸会場

広島会場

2019年度内航船舶技術支援セミナーを開催
共有船舶建造支援部　技術企画課

▼セミナーに対するご意見・ご感想、セミナーで紹介しました議題、技術支援業務などについてのお問い合わせは下記までご連絡ください。
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［ あいほく２ ］
令和元年 9月 17日、広島県尾道市の
瀬戸内クラフト株式会社において竣工
した有限会社新喜峰との共有旅客船。

■ 総トン数：19 トン　
■ 船　　種：貨客船　
■ 政策目的：離島航路の整備に資する船舶
■ 旅客定員：35 名
■ 航　　路：安居島～北条

［ しおじ ］
令和元年 9月 28日、広島県尾道市の
ツネイシクラフト&ファシリティーズ
株式会社において竣工した三洋汽船株
式会社との共有旅客船。

■ 総トン数：19 トン　
■ 船　　種：旅客船　
■ 政策目的：離島航路の整備に資する船舶
■ 旅客定員：75 名
■ 航　　路：笠岡～神島外浦～高島
                           ～飛島～六島

［ 北
ほくゆうまる

友丸 ］
令和元年 8月 29日、大分県佐伯市の
株式会社三浦造船所において竣工した
第一中央汽船株式会社、第一中央内航
株式会社および和光海運株式会社との
共有貨物船。

■ 総トン数：5,750 トン　
■ 船　　種：セメント専用船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　　（先進二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：バラセメント

［ 北
ほくなんまる

南丸 ］
令和元年 10月 31日、愛媛県今治市の
矢野造船株式会社において竣工したま
るいち汽船株式会社との共有貨物船。

■ 総トン数：499トン　
■ 船　　種：貨物船　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：飼料、小麦等

［ 令
れいわ

和 ］
令和元年 11月 15日、愛媛県今治市の
伯方造船株式会社において竣工した株
式会社シークレストとの共有貨物船。

■ 総トン数：499トン　
■ 船　　種：液体化学薬品ばら積船
　　　　　　兼油タンカー　
■ 政策目的：二酸化炭素低減化船
　　　　　　（高度二酸化炭素低減化船）
■ 積　　荷：ベンゼン、トルエン、
　　　　　　キシレン

竣工船の紹介
機構では、令和元年 8月から 11月にかけて新しい共有船 5隻が竣工致しました。

各船とも、国の運輸政策でもある環境にやさしい船舶や物流効率化に寄与する船舶となっており、
地域の交通と日本の物流を支えています。

●旅客船Passenger Ship●旅客船Passenger Ship

Cargo Ship●貨物船

Cargo Ship●貨物船

Cargo Ship●貨物船
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「鉄道・運輸機構だより」に関するアンケートのお願い

※個人情報の保護について：個人情報につきましてはより良い「鉄道・運輸機構だより」作成のための参考とし、他の目的には使用しません。

お名前 歳年齢貴社名

▼ご協力ありがとうございました。もし差し支えなければ、以下にもご記入ください。

▶FAX番号  ０４５-２２２-９０８９    ▶eメール kouhou@jrtt.go.jp

【問い合わせ先】 鉄道・運輸機構総務部広報課　電話：045-222-9101

今後取り上げてほしいテーマをお聞かせください。（200字程度）3

全般についてのご意見・ご要望などをお聞かせください。（200字程度）4

上記Ｑ１で選んだ回答に対するそれぞれの理由をお聞かせください。〔必須〕（200字程度）2

今季号で面白かった・興味を持った記事を3つ挙げてください。〔必須〕1
□ 巻頭言  令和2年  年頭ご挨拶
□ 特集  北陸新幹線のその後
   「女子鉄アナウンサー、北陸新幹線（糸魚川・金沢間）を巡る
   1泊2日の見どころ満載ツアー」
□ CLOSE UP  神奈川東部方面線、相鉄・JR直通線開業
□ WORKING REPORT　東京支社 新横浜鉄道建設所
□ 寄稿  ～地方鉄道を訪ねて～遠州鉄道

▼ TOPICS
□ 第17回技術研究会を開催
□ 鉄道フェスティバルin北海道
□ 九州新幹線（武雄温泉・長崎間）レールウォーク（嬉野市）
□ アイランダー2019開催
□ 共有船「さんふらわあ さつま」
    シップ・オブ・ザ・イヤー2018大型客船部門賞受賞
□ 鉄道・運輸機構と日本造船技術センターが包括的連携協定を締結
□ 2019年度内航船舶技術支援セミナーを開催
□ 竣工船の紹介

いつも「鉄道・運輸機構だより」をご愛読いただきありがとうございます。
今後の編集の参考とさせていただきますので、本誌に関するアンケートにご協力ください。 

下記の項目にご記入のうえ、FAXで送信いただくか、または PDF、スマホ等による撮影画像を、下記メールアドレスまで送信してください。

編 集 後 記

▼
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も

皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
温
か
く
輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
2
0
2
0
年
、

令
和
2
年
、
新
し
い
年
の
始
ま
り
で
す
。
今
年
の
夏
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
楽
し
い
1
年
に
な
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
今
か
ら
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
。

▼
「
鉄
道・運
輸
機
構
だ
よ
り
」
新
春
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

本
号
の
「
特
集
」
は
、「
女
子
鉄
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
、
北
陸
新

幹
線
（
糸
魚
川
・
金
沢
間
）
を
巡
る
1
泊
2
日
の
見
ど
こ

ろ
満
載
ツ
ア
ー
」
と
題
し
て
、
糸
魚
川
駅
か
ら
金
沢
駅
ま

で
の
各
駅
停
車
の
旅
レ
ポ
ー
ト
で
す
。
金
沢
駅
ま
で
の
北

陸
新
幹
線
は
今
春
開
業
5
周
年
を
迎
え
、
ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
」は
、昨
年
11
月
30
日
に
開
業
し
た
、「
相

鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
開
業
」
で
す
。
都
市
部
で
初
め
て
採
用

さ
れ
た
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
の
紹
介
な
ど
、
鉄
道
建
設
技
術
に
関
す

る
内
容
も
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
や
や
難
解
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
ご
一
読
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

「
ワ
ー
キ
ン
グ
レ
ポ
ー
ト
」
は
、
前
述
の
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通

線
と
相
鉄
・
東
急
直
通
線
の
現
場
監
督
を
担
当
す
る
新
横

浜
鉄
道
建
設
所
の
記
事
で
す
。
都
市
部
な
ら
で
は
の
奮
闘

ぶ
り
が
伝
わ
り
ま
す
。

▼
相
鉄
・
Ｊ
Ｒ
直
通
線
は
、
昨
年
11
月
30
日
に
開
業
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
機
構
の
存
在
意
義
で
あ
る
多

数
の
利
害
関
係
を
調
整
し
な
が
ら
鉄
道
施
設
と
し
て
仕
上

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
関
係
の
皆
様
に
改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
我
々
広
報
課
一
同
、「
鉄
道
・
運
輸
機
構
だ
よ
り
」
の
内

容
を
充
実
さ
せ
る
よ
う
最
善
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す

の
で
、
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
長
）
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